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01.あでやかな振袖姿で記念撮影をする新成人たち　02.新成人へメッ
セージを送る大宮児童合唱団の子どもたち　03.二十歳の主張を発表する
皿木泰史さん　04.市歌を斉唱する新成人たち　05.二十歳の主張を発
表する河島賀奈子さん　06.出身町ごとに集合写真を撮影する新成人たち

　
「
平
成
27
年
京
丹
後
市
成
人
式
」

が
３
月
15
日
、府
丹
後
文
化
会
館（
峰

山
町
）
で
行
わ
れ
、
あ
で
や
か
な
振

袖
姿
や
紋
付
き
は
か
ま
、
凛り

り々

し
い

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
大
人
の
責
任

と
自
覚
を
胸
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。今
年
の
新
成
人
は
、

男
性
３
８
１
人
、
女
性
３
５
６
人
の

計
７
３
７
人
。
式
に
は
、
５
９
１
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
市
内
４
団
体
の

児
童
合
唱
団
が
、
丹
後
吹
奏
楽
団
の

演
奏
で
合
唱
し
、
祝
福
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
府
知

事
、
市
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
の
恩
師
を
代
表
し
て
、
小
谷
康
子

さ
ん
（
当
時
網
野
中
学
校
３
年
３
組

担
任
）
が
「
何
事
も
あ
き
ら
め
ず
、

前
へ
踏
み
出
す
勇
気
、
そ
し
て
一
旦

や
り
は
じ
め
た
こ
と
を
継
続
す
る
と

い
う
熱
意
を
持
っ
て
夢
に
近
づ
く
歩

み
を
始
め
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　
〝
二は

た

ち
十
歳
の
主
張
”
で
は
、
皿さ

ら

木き

泰た
い

史し

さ
ん
と
河
島
賀
奈
子
さ
ん
が
、

成
人
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
思
い

を
発
表
。
皿
木
さ
ん
は
「
丹
後
で
培

わ
れ
た
感
性
を
武
器
に
、
こ
の
激
し

い
社
会
を
生
き
て
い
き
た
い
」、
河

島
さ
ん
は
「
今
大
学
で
学
ん
で
い
る

こ
と
が
京
丹
後
市
の
未
来
に
関
わ

り
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
述
べ
ま
し
た
。

01

02 03

04 05

06

中村 大さん　吉岡 篤志さん　小薮 颯馬さん

大人らしい大人になる！！

西岡 美月さん　中西 優依さん

結婚相手を見つけるぞ！！

安達 ななさん　日髙 智
ち

恵
え

香
こ

さん

きれいな大人の女性になる！！

足達 唯さん　井通 奈々美さん　瀬尾 祐奈さん　高田 みゆきさん　境 奈穂さん

自立した大人になる！！

奥田 康平さん

多くの人に
親しまれる人になりたい

小山 玲奈さん

両親に感謝！
看護師になって親孝行をしたい

平成27年
京丹後市成人式を開催

おばあちゃんになってもずっと仲良しで！！

西垣 祐香さん　安田 有里さん　松井 優香さん　岡田 毬
まり

杏
あ

さん　西村 優奈さん

737人が新たな一歩

今西 沙也加さん

笑顔で楽しく生きていきたい

小牧 嵩
しゅう

人
と

さん

“世界一”のパンをつくるぞ！！

新成人の皆さんに

はたちの
抱負

を聞いてみました。

京丹後のために働くぞ！！

松田 学さん　島田 涼司さん　小林 享
たか

峻
とし

さん

成 人祝
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完成した「峰山こども園」

竣工式で元気に歌声を披露する園児たち

京
丹
後
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

京
丹
後
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

京
丹
後
市
の
創
生
始
動

　
京
丹
後
市
の
人
口
減
少
の
克
服
と
将
来
の
ま
ち
の
発
展
・
繁
栄
の
た
め
、
３

月
２
日
、京
丹
後
市
の「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び「
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
の
「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
長

期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
国
や
都
道
府
県
と
共
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
本
市
の
創
生
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

も
の
で
す
。
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
は
、
全
国
第
１
号
で
、
全
国
に
先
駆
け

て
京
丹
後
市
の
創
生
が
始
ま
り
ま
す
。

全国第1号

　
こ
の
戦
略
は
、
ま
ち
の
将
来
を
展
望

す
る
大
切
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
、

国
の
動
向
も
念
頭
に
１
年
間
か
け
て
慎

重
に
議
論
を
重
ね
策
定
し
た
「
第
２
次

京
丹
後
市
総
合
計
画
（
平
成
27
年
～
36

年
）」
の
内
容
を
生
か
し
つ
つ
、
さ
ら

に
住
民
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
、
市

議
会
議
員
等
の
各
界
各
層
か
ら
の
検
討

会
議
で
の
意
見
等
も
踏
ま
え
策
定
し
た

も
の
で
す
。

　
京
丹
後
市
の
人
口
は
、
戦
後
、
昭
和

25
年
の
８
万
３
０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

２
年
を
境
に
、年
少
人
口
（
０
～
14
歳
）

を
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
が
上
回
り
、

生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
は
、
昭

和
35
年
の
約
４
万
８
５
０
０
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
は
、市
場
の
規
模
縮
小
、

人
材
不
足
、
景
気
低
迷
を
生
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
地
域
経
済
の
縮
小
は
、

市
民
の
経
済
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
、

高
齢
化
の
進
展
も
あ
い
ま
っ
て
、
地
域

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
基
盤
の
維
持
を
困

難
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
負
の
連
鎖
を
断

ち
切
り
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
と
と

も
に
本
市
経
済
社
会
の
創
生
を
成
し
遂

げ
る
た
め
、
総
合
戦
略
に
も
と
づ
く
事

業
を
皆
さ
ん
と
共
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

※写真はイメージ
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北近畿タンゴ鉄道　地域と歩んだ歴史に幕�P16

　就職や進学など、それぞれの夢に向かっ
て道を歩み始めた同級生が集う成人式。
心配された雨も降らず、好天に恵まれた
この日、旧友との再会を喜び、記念撮影
をしたり近況を報告し合ったりする新成
人の姿があちこちで見られ、大人への第
一歩を踏み出す皆さんを撮影しました。

峰
山
町
内
の
４
保
育
所
（
吉
原
・
長
岡
・
新
山
・
丹
波
）
を
統
合

子育て

定
員
３
０
０
人
の「
峰
山
こ
ど
も
園
」完
成

　

峰
山
こ
ど
も
園
は
、「
京
丹
後

市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
」（
平

成
18
年
策
定
）
に
基
づ
い
て
、
峰

山
町
の
吉
原
、
長
岡
、
新
山
、
丹

波
の
４
保
育
所
の
統
合
施
設
と
し

て
整
備
。
峰
山
町
長
岡
地
内
の
約

１
万
３
６
０
平
方
㍍
の
敷
地
に
、

木
造
約
２
７
０
０
平
方
㍍
の
園
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
峰
山
町
長
岡
で
建
設
を
進
め
て
い
た「
峰
山
こ
ど
も
園
」が
完
成
し
、３
月
５
日
、

同
園
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
ら
が
園
舎
の
完
成
を
祝
う
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
や
保
育
環
境

の
充
実

　

用
地
取
得
費
を
含
む
総
事
業

費
は
約
14
億
５
５
１
６
万
円
。

市
の
一
般
財
源
や
過
疎
債
、
施

設
整
備
事
業
債
、
林
業
・
木
材

産
業
等
振
興
施
設
整
備
交
付
金

１
億
７
５
０
０
万
円
を
活
用
し
ま

し
た
。

　
施
設
は
、
府
内
産
の
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
。
２
歳
～
５
歳
児

の
保
育
室
10
室
や
乳
児
室
１
室
を

は
じ
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
子

育
て
支
援
室
、
広
々
と
し
た
遊
戯

室
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
同
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
育

内
容
に
加
え
、
０
歳
か
ら
の
低
年

齢
児
保
育
を
新
た
に
実
施
。
４
台

の
通
所
バ
ス
も
運
行
し
、
保
育
環

境
と
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

３
月
５
日
の
竣
工
式

５
歳
児
ら
歌
で
完
成
祝
う

　
３
月
５
日
の
竣
工
式
に
は
、
府

や
市
の
行
政
関
係
者
や
工
事
関
係

者
、
同
園
建
設
検
討
委
員
会
の
委

員
ら
約
80
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
中
山
市
長
は
、「
こ
ど

も
園
が
地
域
に
根
づ
き
発
展
す

る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
と
と
も

に
、
子
ど
も
達
が
、
必
ず
や
地
域

と
日
本
の
発
展
へ
と
力
強
く
引
き

継
い
で
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
工
事
関
係

者
ら
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
引
き

続
い
て
４
保
育
所
と
幼
稚
園
の
５

歳
児
68
人
が
元
気
よ
く
歌
を
披
露

し
、園
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
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京丹後市まち・ひと・しごと創生総合戦略

京丹後市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン
（１）若年層・壮年層を中心とした人口流入の促進
　ア．産業の発展・新産業の創出
　　　　　　　　　　・集積による「しごとづくり」
　→大都市圏との交通アクセスの向上を生かし、「地域再
生計画」 や今後創設が見込まれる「地方創生のための特区」
等を活用し、伝統産業、新産業の発展、創出を図り、若年層、
壮年層の人口流出に歯止めをかけるとともに、人口流入の
増加を図ります。
　イ．テレワーク形態のワークスタイルの発展を促し、
　　本格的な「職場の誘致」による「しごとの場づくり」
　→ＩＣＴの活用環境の整備とともに、豊かな環境と食と
いう本市の特色を生かした快適な住居・生活環境を提供す
ることで、事業所の誘致を図ります。

（２）若年層の人口流出の抑制・歯止め
　→高校卒業後における大都市圏等への流入を抑制する

ため、市外の大学、大学生等が本市で半・定住的に活動
することを可能とする「地域協働大学」を創設・発展させ
ます。

（３）若い世代（結婚・出産・子育て世代）の
　就労・結婚・子育てなどの生活環境を快適に整備
　→職場の拡充、充実にあわせて、若い世代が安心して働
き、希望通り出会いや結婚、出産、子育てを行い、快適に
生活できる環境を実現、充実します。

（４）高齢者層をはじめとした健康長寿の一層の
　　　　　　　　  推進と市外からの定住化の促進
　→健康長寿の推進を引き続き図るとともに、高齢者に介
護を受ける側から子育てを支援する側になってもらうなど
の施策を行います。

２
０
６
０
年
、人
口「
７
万
５
千
人
」

人口問題に取り組む４つの視点

自然の恵みを生かし、環境と伝統産業の持続的な両立・発展を

【４つの基本目標と 20 の政策パッケージ】

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
京
丹
後
市
の
人

口
の
現
状
と
将
来
の
姿
を
示
し
、
人

口
問
題
に
関
す
る
市
民
の
意
識
の
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
将
来
の
方
向
性
を
４
つ
の
視
点

（
７
㌻
上
表
）
か
ら
提
示
し
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
京
丹
後
市
の
人

口
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
推
計

し
た
本
市
の
人
口
は
、
２
０
６
０
（
Ｈ

72
）
年
、
２
万
６
０
０
０
人
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
な
お
、
国
の
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
６
０
年
の
総

人
口
が
１
億
人
程
度
で
あ
り
、
こ
れ

を
比
例
的
に
本
市
に
当
て
は
め
れ
ば
、

４
万
４
０
０
０
人
程
度
と
な
り
ま
す
）

　
し
か
し
、
本
市
で
は
、
４
つ
の
視
点

及
び
７
㌻
に
あ
る
総
合
戦
略
等
に
よ

り
、
人
口
対
策
の
効
果
を
十
分
に
発

現
で
き
れ
ば
、
同
年
、
市
の
人
口
は

７
万
５
０
０
０
人
程
度
を
確
保
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
環
境
を
生
か
し
続

け
れ
ば
、
出
生
率
を
本
市
の
こ
れ
ま

で
の
経
験
値
で
あ
る
２
・
32
程
度
ま

で
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
大
都
市
圏
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が

飛
躍
的
に
向
上
す
る
北
近
畿
新
時
代

を
迎
え
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環

境
等
の
整
備
に
よ
っ
て
、
若
年
層
、
壮

年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
流
入
も
少

し
ず
つ
向
上
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
こ
う
し
た
自
然
増
、
社
会
増
を
加

え
て
算
出
し
た
５
年
ご
と
の
人
口
増

加
率
を
見
る
と
、
本
市
の
場
合
、
20

年
後
に
初
め
て
人
口
減
少
局
面
を
脱

し
、
30
年
後
に
６・３
㌫
、
40
年
後
に

は
10
・
４
㌫
の
人
口
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　　　　　　　　　人口減少の歯止め対策と社会増の拡大を図る

京丹後市の人口推移　（昭和25～平成72）

実績← →推計
・27年以降は社人研の推計
・点線は本市独自の推計

　

市
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
７

㌻
）
で
示
し
た
４
つ
の
基
本
的
視

点
の
と
お
り
、
本
市
の
特
色
を
活

か
し
た
取
り
組
み
を
本
格
的
に
進

め
な
が
ら
、「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」

を
呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」

を
呼
び
込
む
好
循
環
を
確
立
し
て

人
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
、
ま

た
そ
の
好
循
環
を
支
え
る
「
ま
ち
」

に
活
力
を
取
り
戻
し
、
人
々
が
安

心
し
て
生
活
を
営
み
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
作
り
出

す
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
的
か
つ

持
続
的
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
市
の
実
態
の
正
確
な
把
握
と
分

析
に
基
づ
き
、
各
政
策
の
相
乗
効

果
も
含
め
て
効
果
の
検
証
と
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
体
制
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
京
丹
後
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
同
時

に
取
り
ま
と
め
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
示
し
た
目
指
す
べ
き
将

来
を
展
望
し
、
昨
年
12
月
に
策
定

し
た
京
丹
後
市
総
合
計
画
の
内
容

を
生
か
し
つ
つ
策
定
し
た
も
の
で
、

平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す
る
今

後
５
カ
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本

的
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
毎
年
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　（1）本市にしごとをつくり、安心して働けるようにする
　（ア）本市経済雇用戦略の企画・実施体制の整備
　（イ）新経済戦略による「新グリーン経済」の構築
　（ウ）農林水産業における新規就業者の促進
　（エ）伝統産業の再生と未来型グリーン産業の創造

　（2）本市への新しいひとの流れをつくる
　（ア）四季を通じた滞在型観光の促進とスポーツによる交流推進
　（イ）テレワークによる雇用形態の多様化と地元就労の拡大
　（ウ）京丹後市夢まち創り大学を核とした域学連携の推進

　（３）若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　（ア）若者の就職支援と後継者の育成
　（イ）結婚・妊娠・出産・子育てまでの一貫した支援
　（ウ）未来を拓く学校教育の充実
　（エ）子育て支援によるワーク・ライフ・バランスの実現

　（４）時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
　　　　　　　　 守るとともに、地域と地域を連携する
　（ア）社会的孤立者の日中の居場所・社会参加や就労支援の拠点整備
　（イ）公共交通空白地の解消に向けた新たな輸送システムの構築
　（ウ）生涯現役で活躍する健康長寿社会の形成
　（エ）再生可能エネルギーの地域全面展開と地産地消
　（オ）都市機能構想による軸・ゾーン・拠点の形成
　（カ）空き家対策と既存ストックのマネジメント強化
　（キ）広域連携による経済の活性化
　（ク）地域ぐるみによる消防・防災体制の充実
　（ケ）ふるさとづくりの推進

① 出生率は、これまでの本市としての最大経験値である
　2.32 程度までは国の想定と同じスピードで向上・回復
○国の長期ビジョン⇒ 2020 年に出生率＝1.6、2030 年に1.8、
　2040 年に 2.07。
○本市の出生率想定
　ア）国の伸び率を適用
　イ）現在の出生率の出発点としての差（全国 1.39vs 本市
　　1.73）を前提
　ウ）本市の過去の最大経験値 2.32 を天井に維持継続、と
　　して本市出生率の時系列を想定
　
②社会増を図り、基本的に、「25 歳～ 49 歳の人口移動
　率を 2020 年以降 5 年ごと 5％ずつ向上」及び「50 歳
　～ 69 歳の人口移動率を 2020 年以降 5 年ごと1％ず
　つ向上」
○交通アクセスの飛躍的向上を活かしつつ、長期にはテレワー
　ク環境の抜本的整備による本格的な「職場誘致」
○ 2000 年 -2010 年間の全国の市では都市近郊を中心に 69
　にのぼる都市が人口増加 5％以上、8 つの都市が 10％以上
　（最大 16％以上）を達成。ＩＣＴ環境整備の将来は本市も
　都市的環境も整う居住魅力地域となり対策の効果が十分出
　れば実現可能な数値
○また、壮年後期・高齢者層の1％向上（5 年ごと）は、健康
　な生活環境を求めて定住化等の促進を図ることによる。

① 市総合計画（12 月策定）の想定人口との関係
　本市の総合計画では、10 年後（概ね 2025 年）「定住人
　口５万人～６万人」
　⇒単純に時間的に比例延長して 2060 年の人口を推計する
　と、「約７万５千人強」。
　
②本市の過去の人口経験値との関係
　 ‐ 全国人口の過去の経験値とのバランスも ‐
○ 2060 年までの 45 年を同じ期間だけ過去にさかのぼった
　昭和 45 年の本市市域の人口が「約７万５千人」
　　 ‐ 人口増加の平均スピードがこの間の減少スピードと
　　　同程度。また、過去の最大経験値約８万３千人を超え
　　　ず、現実感もあり ‐
○国人口が目標の約１億人を超えた昭和 45 年の本市市域の
　人口が「約７万５千人」
　　‐「全国 1 億 - 京丹後７万 5 千人」という国土全体の人口  
　　構造のバランスは、過去の経験値と極めて調和・整合。東
　　京一極集中が過度に進む以前の、国の成長活力ある時期の
　　人口バランスとほぼ同じ、は示唆的 -

人口ビジョン75,000人の算出根拠 推計数値の実効性の検証

http://www.city.kyotango.lg.jp/shisei
/shisei/tihousousei/index.html

ホームページでも紹介しています

市独自の事情とそれを生かした施策を戦略的
に行うとともに、成果を重視して取り組みます
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市
民
総
参
加
で
飛
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
へ

まちづくり

第
２
次
京
丹
後
市
総
合
計
画
を
策
定

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
す
る
第
１
次
総
合
計
画
の
策
定
後

10
年
が
経
過
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
間
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
施
策

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
で
取
り
組
む
施
策
な
ど
を
と
り

ま
と
め
た
第
２
次
京
丹
後
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　これからのまちづくりは、経済的な豊かさだけ
でなく、さまざまな人との結びつきの中で、自らの
存在意義の確認や、自己実現を通じて、お互いに
支え合い、助け合うまちづくりを進め、市民誰も
が幸福を追求できる環境を整えることが重要です。
　以上のような考え方をまちづくりの根幹に据え、
第１次総合計画の「ひと　みず　みどり　歴史と

文化が織りなす交流のまち」を継承しながら、10
年後の将来像を上記に掲げ、市民の参加と協働の
もと、まちづくりを推進していく必要があります。
なお、「丹後は日本のふるさと」であるとともに、

「和」という字は、日本的な心を象徴する言葉であ
り、また、誰もが互いを大切にし、他人と協力し
合うことの意味を込めて、使用しています。

ひと みず みどり 市民総参加で飛躍するまち

北近畿新時代へ和のちから輝く  京丹後

　
総
合
計
画
は
、
市
の
目
指
す
基

本
理
念
、
目
標
、
将
来
像
な
ど
を

示
し
た
「
基
本
構
想
」
と
、
そ
の

構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
各
種
施

策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
体
系
化

し
た
「
基
本
計
画
」
で
構
成
（
次

㌻
参
照
）
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
計
画
期
間
を
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で

の
10
年
間
。
基
本
計
画
は
、
市
長

任
期
と
の
整
合
を
図
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
２

年
間
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
４
年
間
、
平
成
33
年

度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で
の
４
年

間
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
計
画
に
掲
げ
た
施

策
を
事
業
化
し
た「
実
施
計
画（
３

か
年
）」
を
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
で
策
定
し
ま
す
。

　

同
計
画
の
基
本
理
念
お
よ
び
目

基本構想

基本計画

実施計画

計
画
の
構
成
と
期
間

基本理念・目標・将来像など

����基本構想を実現するための
　�各種施策

基本計画に掲げた施策を事業化
した計画

基
本
理
念
と
７
つ
の
目
標

10
項
目
の
基
本
方
針

　
ま
た
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
産
業
基
盤
の
維
持
発
展
や
京

丹
後
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
・

交
流
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
環
境
未
来
都
市
の
創
造
な

ど
10
項
目
の
基
本
方
針
を
柱
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

北
近
畿
新
時
代
に
向
け
た
和
の
ち

か
ら
輝
く
京
丹
後
を
目
指
し
て
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

標
は
、
市
の
最
高
規
範
と
し
て
制

定
さ
れ
た
「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
で
定
め
る
「
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
」
お
よ
び
「
基

本
目
標
」に
沿
っ
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
基
本
理
念
は
、
市
民
の
福
祉
の

増
進
と
地
域
社
会
の
発
展
を
目

指
し
、
市
民
及
び
市
が
、
自
治
と

協
働
に
よ
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
、
地
域
資
源
の
活
用
や
美
し

い
自
然
環
境
の
継
承
、
健
や
か
で

生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
の
実
現

な
ど
７
つ
の
目
標
を
定
め
て
い
ま

す
。（
次
㌻
参
照
）

市
民
総
幸
福
の
最
大
化
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
が

進
む
中
、
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み

続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

豊
か
な
自
然
、
健
康
長
寿
な
ど
本

市
の
魅
力
や
特
色
を
活
か
し
な
が

ら
、
産
業
と
雇
用
の
振
興
、
本
市

の
強
み
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
域
展
開
に
よ
る
環
境
未

来
都
市
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
ひ

と
づ
く
り
、
社
会
基
盤
整
備
、
健

全
な
行
政
運
営
、
他
地
域
と
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
真
の
喜
び
と
市
民
総
幸
福

の
最
大
化
、
限
り
な
い
増
進
と
発

展
を
展
望
し
、
次
の
５
つ
の
重
点

項
目
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
・
施
策
に
よ
り
市
民
総
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◎
産
業
の
総
合
的
な
振
興

◎
環
境
と
調
和
し
た
ス
マ
ー
ト
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

◎
若
者
が
定
着
す
る
ま
ち
へ

◎
多
種
多
様
な
施
策
で
総
合
的

　
に
「
定
住
促
進
」

◎
「
幸
福
度
指
標
」
を
活
か
し
て

　
総
合
計
画
を
立
体
化

※
同
計
画
の
概
要
版
を
各
戸
配
布

の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
つ
の
重
点
項
目

■�計画の構成

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

10
年
後
の
人
口
フ
レ
ー
ム

　
人
口
減
少
社
会
、
少
子
高
齢
化

社
会
を
迎
え
、
大
幅
な
人
口
増
加

を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
中
、
10

年
後
の
「
定
住
人
口
」
を
５
万
～

６
万
人
、「
交
流
人
口
」
を
６
千

人
と
し
、合
わ
せ
た
「
活
力
人
口
」

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
ま

ち
の
元
気
の
環
を
ま
わ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

自治と協働に
よって進める
まちづくり

１．産業基盤の維持、発展
を図るとともに京丹後型「新
グリーン経済」を構築しま
す

1. 新経済戦略による「新グリーン経済の構築」

2. 地域特性を活かした農林業の振興

3. つくり育てる漁業・農業の振興

4. 四季を通じた滞在型観光の促進

5.「スポーツ観光」による交流と経済の活性化の推進

8. ごみ・廃棄物の適正処理

7. 新エネルギーの有効活用

6. 美しい自然環境の次代への継承

17. まちの活性化を図る公共交通の充実

16. 安全でうるおいのある住環境の整備

15. 北近畿新時代へ飛躍する公共交通の充実

14. 計画的な土地利用の推進

13. 防犯・交通安全対策の推進

12. 地域ぐるみによる消防・防災体制の充実

11. 地域包括医療・ケア体制の充実

10. 大長寿を享受できる健康づくりの推進

9. 循環型社会の構築

25. 男女共同参画社会の形成

23. 市民協働によるまちづくりの推進

22. 生きがいをもって暮らし続けられる高齢者福祉の推進

21. 地域の中で共に生きる障害者福祉の推進

20. 共に生き、支え合い、助け合う地域福祉の推進

19. 情報基盤を活用した市民サービスの向上

24. 人権を尊重するまちづくりの推進

18. きれいな水を美しくかえす上下水道の整備

27. 国際交流による多文化共生と地域間連携の活性化

33. 効率的・効果的な行財政運営

32. 幸福度指標を活用した施策点検

30. 多様な学びを支援する社会教育の充実

31. 芸術・文化を活かしたまちづくりの推進

29. 未来を拓く学校教育の充実

28. 子育て支援の総合的な推進

26. コミュニティ活動の充実により地域活性化

34. その他基礎的な事務事業

2．京丹後ならではの観光・
交流で極上のふるさとをつく
ります

3．次世代エネルギー活かし、
環境未来都市をつくります

4．生涯現役で活躍する健康
長寿社会を形成します

5．災害に強く、安心して暮
らせるまちをつくります

6．地域生活に活力を生む社
会基盤を着実に整備します

7．支え合う、助け合う福祉
のまちづくりを推進します

8．参加と協働で生き生きと
活躍できる環境を築きます

9．夢と希望をもって、未来
に飛躍する人づくりを進め
ます

10．「幸福」を中心軸に据
え総合計画の実現に向けた
行財政運営

１．歴史・文化、
地場産業等の地
域資源を活かし
たまち

2．美しいふる
さとの自然環境
を守り次代に継
承するまち

3．健やかで生
きがいのある暮
らしを実現する
まち

6．次代を担う
子 ど も た ち が

「学び」を通じ
て夢をいだき、
いきいきと成長
するまち

7．誰もが幸福
をますます実感
できる市民総幸
福のまち

【基本理念と基本目標】 【将来像】 【基本方針】 【施策分野】

第２次京丹後市総合計画の体系

北
近
畿
新
時
代
へ
和
の
ち
か
ら
輝
く　
京
丹
後　

　
　
ひ
と　
み
ず　
み
ど
り　
市
民
総
参
加
で
飛
躍
す
る
ま
ち

5．お互い支え
合い、助け合う
まち

4．安全で安心
して暮らせるま
ち

３
月
下
旬
に
各
戸
配
布

す
る
概
要
版
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市
内
３
火
葬
場
（
竹
野
川
・
久
美
浜
・
網
野
）
を
統
合

市民生活

環
境
に
や
さ
し
い
最
新
鋭
の
火
葬
場
が
完
成

　
市
内
３
カ
所
の
火
葬
場
の
老
朽
化
に
伴
い
合
併
当
初
か
ら
整
備
を
進
め
て
き

た
「
京
丹
後
市
火
葬
場
」（
峰
山
町
赤
坂
）
の
竣
工
式
が
３
月
16
日
、
同
火
葬
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
関
係
者
ら
約
90
人
が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
行
わ
れ
た
竣
工
式
に

は
、
来
賓
を
は
じ
め
、
行
政
お
よ

び
地
元
区
役
員
、
建
設
業
者
な
ど

関
係
者
約
90
人
が
出
席
。
こ
れ
ま

で
の
工
事
経
過
や
事
業
概
要
の
報

告
、
感
謝
状
の
贈
呈
、
来
賓
に
よ

る
祝
辞
、
火
入
れ
の
儀
式
な
ど
が

行
わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

中
山
市
長
は
、「（
火
葬
場
が
）

ご
会
葬
の
皆
様
が
故
人
を
い
と
お

し
み
な
が
ら
の
告
別
と
心
安
ら
ぐ

市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
が
中
山
市
長
に
答
申

行財政改革

実
効
性
の
あ
る
行
財
政
改
革
の
推
進
を

　
第
３
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革

大
綱
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
な
取
組
内
容
や
実
施
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
示
し
た
「
第
３
次

京
丹
後
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
、
京
丹
後
市
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
（
行
待
佳

平
会
長
・
10
人
）
か
ら
２
月
19
日
、

中
山
市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
市
で
は
、
第
２
次
行
財
政
改
革

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
同
計
画
の
推
進
期
間

が
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
平
成
26
年
４
月
に
同
委

員
会
に
諮
問
し
、
意
見
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

　
行
待
会
長
は
、「『
計
画
の
進
行

管
理
の
徹
底
の
た
め
に
は
取
組
目

標
の
明
確
化
が
必
要
』
と
い
う
委

員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
全
て

の
取
組
項
目
に
目
標
を
設
定
し

た
」
と
説
明
し
た
上
で
、「
社
会

居住地情報や交通事故対策について質問
する大村副市長（写真右）（弥栄庁舎で）

の
動
き
が
非
常
に
速
い
中
、
計
画

に
書
い
て
あ
る
取
り
組
み
だ
け
実

施
す
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
市
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
に
応
じ
て
常
に
計
画
内
容
の
見

直
し
を
行
い
、
実
効
性
の
あ
る
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
答
申
の
計
画
案
を
基

に
第
３
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革

推
進
計
画
を
策
定
し
、
引
き
続
き

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

          新火葬場概要
　☞　高齢者、障害のある方などに配慮したバリアフリー設計
　☞　無煙・無臭で省燃費、ダイオキシン類対策を完備した　
　　　最新鋭の火葬炉設備 4 基
　☞　標準で１日 8 件の火葬に対応

【構造規模】　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造２階建

【敷地面積】　１６，６２９. ６㎡

【延床面積】　１, ８５５．８６㎡（霊柩車車庫含む）

【総事業費】　１３億８千 3 百万円

【施設内容】　人体炉４基、汚物炉１基

　　　　　　お別れホール、お別れ室（２室）、待合ロビー、

　　　　　　待合室（４室）、霊安室、事務室、業者控室、

                  中央監視室、自販機コーナー、石庭

　　　　　　駐車場：普通車２８台（車椅子用、職員用含む）

　　　　　　マイクロバス４台

【開設時間】　8：30 ～ 17：00（不定休）

【電話番号】　0772-69-5550・5551

【火葬予約】　竹野川衛生センター（65-2836 ／ 24 時間対応）

場
と
な
る
よ
う
運
営
し
て
い
き
た

い
」
と
式
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

　
同
火
葬
場
は
、
既
設
の
３
火
葬

場
（
竹
野
川
、
久
美
浜
、
網
野
）

の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
20
年
度

に
「
火
葬
場
建
設
基
本
構
想
」
を

策
定
。
平
成
25
年
10
月
に
建
設
工

事
を
着
工
し
、
平
成
27
年
４
月
供

用
開
始
予
定
と
し
て
整
備
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
方
な
ど
全
て
の
利
用
者
に
配
慮

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
、
見
送

ら
れ
る
親
族
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

京丹後市役所

17

482
赤坂工業団地

峰山局〒

丹波小

至網野町 至弥栄町

至大宮町

峰山

火葬場

に
配
慮
し
た
動
線
設
計
と
な
っ
て

お
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
最
後

に
還
り
つ
く
場
所
、
丹
後
の
ふ
る

さ
と
・
森
の
火
葬
場
」。
無
煙
・

無
臭
で
省
燃
費
型
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
を
完
備
し
た
最
新
鋭
の

火
葬
炉
設
備
を
完
備
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
竣
工
式
終
了
後
は
、
一
般
見
学

会
が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人
が
内

装
や
設
備
の
見
学
に
訪
れ
ま
し

た
。

4 月から供用開始となる京丹後市火葬場

施設整備

本
庁
機
能
の
集
約
化
に
向
け

市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置

第
３
回
安
全
・
安
心
対
策
連
絡
会
を
開
催

安全安心

騒
音
対
策
・
事
故
防
止
へ
重
ね
て
要
望

　本市では、災害発生後に避難所で必要とされる最小限の電力を確保
できるよう、環境省の基金事業を活用して網野南、弥栄小学校、久美
浜中学校に太陽光発電設備（10 ｋＷ）と蓄電池（15 ｋＷｈ）および
非常時用のコンセントの設置を行いました。
　今回導入した発電設備は、災害発生後に電力会社からの電力供給が
途絶えた時でも対応できる自立・分散型のエネルギーシステム。年間
の発電予想量は 1 施設当たり
約 10,000 ｋｗｈで、二酸化炭
素量 4.5ｔの削減が見込まれま
す。
　さらに、発電時に温室効果
ガスを発生しないため、地球温
暖化防止への貢献も期待でき
るほか、平常時の発電分は各
学校において使用でき、電気
代の削減につながります。
　　

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（
丹
後
町

袖
志
）
の
設
置
に
伴
い
、
安
全
対

策
な
ど
を
協
議
、
情
報
共
有
す
る

「
安
全
・
安
心
対
策
連
絡
会
」
が

３
月
５
日
、
弥
栄
庁
舎
で
開
催
さ

れ
、
地
域
住
民
の
代
表
者
や
近
畿

中
部
防
衛
局
、
同
通
信
所
の
オ
ル

ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。
３
回
目
。

　
同
会
で
は
、
近
畿
中
部
防
衛
局

か
ら
、
発
電
機
に
消
音
マ
フ
ラ
ー

を
設
置
す
る
な
ど
の
騒
音
対
策
を

は
じ
め
、
電
磁
波
や
水
質
な
ど
の

環
境
調
査
の
実
施
、
米
軍
関
係
者

に
よ
る
交
通
事
故
や
、
居
住
地
な

ど
に
つ
い
て
報
告
・
説
明
が
あ
り

　

市
民
の
さ
ら
な
る
利
便
性
お

よ
び
行
政
運
営
の
効
率
性
を
高

め
る
た
め
、
本
庁
機
能
の
集
約

化
を
検
討
す
る
「
京
丹
後
市
本

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」
の
初

会
合
が
２
月
20
日
、
京
丹
後
市

役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
区
長
連
絡
協

議
会
等
の
代
表
者
、
商
工
観
光
・

建
設
・
農
林
水
産
団
体
の
代
表

者
な
ど
16
人
が
出
席
。
事
務
局

か
ら
所
掌
事
務
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
委

員
長
お
よ
び
副
委
員
長
の
選
任

を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
行
待

実
京
丹
後
市
区
長
連
絡
協
議
会

長
は
、「（
集
約
化
は
）
合
併
時
か

ら
の
課
題
。
10
年
が
経
過
す
る

中
で
の
課
題
も
含
め
、
女
性
の

意
見
を
十
分
取
り
入
れ
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
役
所
の
本
庁
機

能
集
約
化
に
向
け
た
基
本
方
針

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
。

委
員
会
と
し
て
、
答
申
内
容
を

確
認
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
会
議
に
出
席
し
た
大
下
教
夫
袖

志
区
長
は
、「
消
音
用
の
マ
フ
ラ
ー

を
設
置
し
た
も
の
の
、
風
向
き
に

よ
っ
て
は
ま
だ
音
が
聞
こ
え
る
。

早
急
に
商
用
電
力
を
」
と
要
望
。

防
衛
局
は
、「
商
用
電
力
に
切
り

替
え
る
準
備
を
進
め
て
い
る
」
と

し
、
一
定
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
米
軍
関
係
者
の
交
通
事
故
に
つ

い
て
も
、地
域
住
民
代
表
か
ら「
事

故
の
割
合
が
多
す
ぎ
る
」
と
の
指

摘
が
あ
り
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令

官
は
、「
引
き
続
き
、
実
技
講
習

を
受
講
さ
せ
、
自
動
車
の
安
全
運

転
の
徹
底
を
図
り
、
事
故
防
止
に

努
め
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
説
明
会
で
は
、
網
野
町
島

津
地
区
に
米
軍
関
係
者
が
入
居
す

る
集
合
住
宅
（
68
戸
）
の
建
設
計

画
お
よ
び
軍
属
約
30
人
が
民
間
の

賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
と
公
表

が
あ
り
、
大
村
副
市
長
は
、「（
軍

属
は
、）
居
住
地
が
決
ま
る
ま
で

ホ
テ
ル
を
利
用
す
る
は
ず
で
は
」、

土
家
丹
後
広
域
振
興
局
長
も
「
30

人
は
多
す
ぎ
る
。」
と
発
言
。
防

衛
省
は
、「
一
時
的
な
仮
住
ま
い
」

と
し
、オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
は
、

「
長
期
の
ホ
テ
ル
住
ま
い
と
な
り
、

精
神
的
な
負
担
が
理
由
」
と
理
解

を
求
め
ま
し
た
。

　
会
議
出
席
者
ら
は
、
地
元
住
民

の
安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
に
関
わ

る
問
題
と
し
て
、
事
前
の
約
束
を

守
り
、
対
応
す
る
よ
う
強
く
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

環境
災害時の電力確保に向け

市内３小中学校に太陽光発電

久美浜中に設置した太陽光発電設備

　
　
　

竹
野
川
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
‐
２
８
３
６

�

基
地
対
策
課

　
　
☎
６
９
‐
０
０
１
２
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一般会計補正予算（第 9 号）

　
京
丹
後
市
の
小
天
橋
海
岸
か

ら
浜
詰
海
岸
へ
の
８
キ
ロ
に
及

ぶ
砂
浜
海
岸
は
、
岩
場
や
漁
港

な
ど
視
界
を
さ
え
ぎ
る
も
の
が

な
く
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　
ま
た
砂
の
質
、色
（
白
色
度
）、

粒（
サ
イ
ズ
の
均
一
度
）、グ
リ
ッ

ド
（
踏
ん
だ
時
の
剛
柔
）、
感

触
（
踏
ん
だ
時
の
気
持
ち
よ
さ
）

ど
れ
を
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
貴

重
な
資
源
を
活
用
す
る
に
は
人

が
集
う
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

交通
　
静
御
前
や
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
、
間
人

皇
后
な
ど
京
丹
後
ゆ
か
り
の
「
京
丹

後
七
姫
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
（
２
台
）
を
披
露
す
る
出

発
式
が
２
月
１
日
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ

鉄
道
峰
山
駅
の
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
姫
の
デ
ザ
イ
ン
は
昨
夏
、
市
制

10
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

本
市
が
域
学
連
携
し
て
い
る
大
手
前

大
学
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
に
依
頼
。

同
大
学
で
選
考
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
・

芸
術
学
部
の
学
生
９
人
の
作
品
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
峰
山
幼
稚
園
の

バスの側面にラッピングさ
れた 3 人の姫（左から羽衣
天女、川上摩須郎女、乙姫）

京
丹
後
市
制
10
周
年
記
念
事
業

京
丹
後
七
姫
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
出
発

日
本
ビ
ー
チ
文
化
振
興
協
会
か
ら
感
謝
状

まちづくり

ク
リ
ー
ン
作
戦
、
ビ
ー
チ
ラ
ン
な
ど
砂
浜
保
全
・
活
用
が
評
価

　

京
丹
後
の
砂
浜
や
海
岸
の
保

全
と
そ
の
利
活
用
を
図
り
、
に
ぎ

わ
う
浜
辺
づ
く
り
を
目
指
す
本
市

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
１
月
27

日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ビ
ー
チ
文

化
振
興
協
会
※
（
朝
日
健
太
郎
理

事
長
・
東
京
都
）
の
報
告
会
の
席

上
で
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。

　
感
謝
状
の
贈
呈
に
当
た
り
、
朝

日
理
事
長
か
ら
「
当
協
会
の
理
念

に
基
づ
い
て
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

作
戦
や
浜
辺
を
利
活
用
し
た
ビ
ー

チ
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た
ア
ジ
ア

ビ
ー
チ
ゲ
ー
ム
ズ
誘
致
活
動
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
ビ
ー

チ
の
保
全
・
利
用
の
取
り
組
み
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
報
告
会
で
は
、
本
市
が
誇

る
砂
浜
、
海
岸
線
の
魅
力
と
と
も

に
、
実
行
推
進
会
議
の
活
動
が
紹

介
さ
れ
、
全
国
の
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
は
平
成
24
年
８
月
、
本
市
の

砂
浜
、
海
岸
線
の
素
晴
ら
し
さ
を

改
め
て
見
つ
め
直
し
、
大
切
に
守

り
な
が
ら
、
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
「
日
本
一
の
砂
浜
海
岸

づ
く
り
実
行
推
進
会
議
」を
設
立
。

今
後
も
、
ビ
ー
チ
の
保
全
と
と
も

に
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、

砂
浜
海
岸
な
ど
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
内
外
の

交
流
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

夕刻の砂浜を 350 人が駆け抜けた「第 1 回サンセット
ビーチラン in 京丹後」の様子（網野・夕日ヶ浦海岸）

※
一
年
を
通
じ
て
人
々
が
集
い
、

ふ
れ
あ
い
、
楽
し
め
る
「
海
辺
の

広
場
」
の
創
造
を
理
念
と
し
、
日

本
古
来
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、

海
辺
利
用
に
精
通
し
た
人
材
に
よ

る
海
辺
活
用
方
法
の
提
唱
、
啓
発

を
実
施
。「
日
本
一
の
砂
浜
海
岸

づ
く
り
実
行
推
進
会
議
」
参
与
。

本市の砂浜海岸や今後の活
動について語る朝日理事長

感謝状贈呈の様子

財政
３月定例市議会で２つの一般会計補正予算が成立

名古屋・中京圏へ市場開拓、社会的孤立者等の
居場所づくり事業などを積極的に推進

　３月定例市議会に平成26年度一般会計補
正予算 (第８号および第９号 )を提出し、市
議会での慎重審議を経て可決・成立しました。

　平成２６年度末を見据え、歳出の年度末までの予
算不足見込み額に対する予算の追加、国府の補助事
業に採択されなかった事業や入札等による予算残額
を減額することを主な内容として編成しています。
＜主な追加項目＞
・除雪事業 １億４，３８０万円
・地域経済循環創造事業補助金 ３，５００万円

「北近畿新時代」の到来に備え新たな施策を積極的に展開
補正区分 補正予算額 補正後予算額 議会承認日

第 8 号 △ 3 億 1,937 万円 361 億 9,161 万円 Ｈ 27.2.25

第 9 号 1 億 5,992 万円 363 億 5,153 万円 Ｈ 27.3.11

　国が補正予算で創設した地域住民生活等緊急支援交
付金の「地方創生先行型」の交付金を活用し、本市が
全国に先駆けて策定した『京丹後市まち・ひと・しごと
創生総合戦略』を具体化に実施するため、平成２７年

度予算で実施を検討していた８つの事業について、平成
２６年度の補正予算で前倒し計上しています。
※これらの事業は、平成２７年度へ繰り越して実施しま
す。

事業名称 予算額 主な内容

1 総合戦略推進 307 万円
「京丹後市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の進捗管理、評価等を行う総

合戦略推進委員会の設置など

2 移住促進 2,186 万円

お試し住宅整備（2 棟、1,160 万円）、移住・定住推進員（仮）設置（175

万円）、空き家調査（62 万円）、空き家情報バンクシステムの更新（389

万円）、京丹後花月開催補助金（350 万円）など

3 KTR 再生支援事業補助金 1,191 万円
ＫＴＲのディスカバリー車両の異動空間を快適にするためデザイン車両改

修経費への補助金

4 少子化対策推進 50 万円
市内の独身者の婚活支援を目的に婚活イベントを開催する団体の活動を支

援（上限 10 万円／団体）

5 社会的孤立者等居場所づくり 2,521 万円

旧黒部保育所を家庭・地域等に居場所がなく社会的に孤立している方の居

場所として整備（1,220 万円）し、自立相談支援員（240 万円）を配置

するほか、就労準備支援事業（1,000 万円）を展開

6 健康大長寿多世代交流 303 万円
「生涯現役社会」の実現に向け、健康日本 21 京丹後大会第 8 回健康大長

寿のさとづくりフォーラム、百寿人生のレシピ集発行（4,000 部）など

7 市場開拓等地域産業活性化 5,004 万円

名古屋・中京圏等新市場開拓推進事業（1,222 万円）、地域経済活性化大規

模設備投資事業補助金（2,000 万円）、企業立地促進等遠隔地通気支援補助

金（100 万円）、織物業生産基盤支援事業費補助金（1,300 万円）など

8 観光誘客促進 4,590 万円

観光商品企画造成やインバウンド推進を観光協会支援（1,652 万円）、外

国人観光客等受入体制整備支援事業補助金（200 万円）、おもてなしエイ

ドステーション（仮）の設置（108 万円）、サンセットビーチラン実行委員

会補助金（350 万円）など

計  1 億 6,151 万円  ※事業予算額と補正予算額の差額は歳出の予備費で調整しているため

＜主な減額項目＞
・強い農場づくり対策事業費補助金 △１億７，２４１万円
・避難施設緊急時電力確保促進事業 △５，７７１万円
・峰山・久美浜統合保育所整備事業 △５，５５７万円
・高機能消防指令システム更新委託料 △３，７００万円
・水道事業会計繰出金 △３，０４１万円

一般会計補正予算（第 8 号）

農政

日
本
穀
物
検
定
協
会
が
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
12
回
目
の
最
高
評
価

　
（
財
）
日
本
穀
物
検

定
協
会
（
東
京
都
）
が

実
施
す
る
「
26
年
産 

米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
、
２
月

19
日
に
発
表
さ
れ
、「
丹
後
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
が
最
高
評
価
の
「
特
Ａ
」

を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
「
特
A
」
は
、
全
国
１
３
３
産
地

銘
柄
の
中
か
ら
42
産
地
銘
柄
が
選
ば

れ
て
お
り
、
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
も

「
特
A
」（
通
算
12
回
目
）
を
獲
得
し

ま
し
た
。
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、

直
近
５
年
で
４
回
の
特
Ａ
を
獲
得
し

て
お
り
、
西
日
本
最
多
の
記
録
を
更

新
中
で
す
。

　
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
炊
飯

し
た
白
飯
を
実
際
に
試
食
し
て
味
や

香
り
、
粘
り
な
ど
を
評
価
す
る
食
味

官
能
試
験
に
よ
り
、
複
数
産
地
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
レ
ン
ド
米
と
比
較
し

て
、
特
に
良
好
な
も
の
を
「
特
A
」・

良
好
な
も
の
を
「
A
」
な
ど
５ 

段

階
で
評
価
し
、「
特
A
」
は
最
高
評

価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
～
５
歳
児
23
人
が
駆
け
付
け
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
を
披
露
し
た
ほ

か
、
体
験
乗
車
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
に
協
力
し
た
丹
後
海
陸
交

通
の
角か

ど

取
締
役
バ
ス
事
業
部
長
は
、

「
か
わ
い
く
て
親
し
み
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
。
大
勢
の
方
に
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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◎
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
　
幸
福
な
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
教
育

◎
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
　
新
し
い
価
値
を
創
り
だ
す
力
を
育
む
教
育

　
京
都
中
小
企
業
家
同
友
会
は
、
雇
用
の
確
保
・
地
域
貢
献
の
た
め
、
日
々
会
社

経
営
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、
異
業
種
交
流
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。
経
営
者
の
皆

さ
ん
、
私
た
ち
と
と
も
に
考
え
、
互
い
の
会
社
の
発
展
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

「
中
小
企
業
家
同
友
会
」
っ
て
？

　　

京
都
中
小
企
業
家
同
友
会
は
、

１
９
７
０
年
（
昭
和
45
年
）
に
18
人

の
有
志
に
よ
っ
て
設
立
以
来
、
異
業

種
の
中
小
企
業
経
営
者
が
お
互
い
の

経
験
や
知
識
・
情
報
を
交
流
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
営
に
生
か
そ
う
と
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

府
内
で
１
５
０
０
人
、
そ
の
う
ち

丹
後
支
部
（
丹
後
２
市
２
町
）
に
は

57
人
の
会
員
が
加
盟
し
活
動
し
て
い

ま
す
。

同
友
会
は
「
学
び
と
実
践
」

　

次
の
よ
う
な
悩
み
や
望
み
を
お
持

ち
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
学

び
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
か
ら
の
経
営
の
方
向
を
見
い

　
出
し
た
い

　
経
営
者
と
し
て
の
資
質
を
磨
き
た
い

　
社
員
と
の
関
係
に
悩
み
が
あ
る

　
売
上
が
思
う
よ
う
に
伸
び
な
い

　

地
域
社
会
に
認
め
ら
れ
役
立
つ
企

　
業
に
し
た
い

　
社
員
の
や
る
気
を
引
き
出
し
た
い

　
後
継
者
を
育
て
た
い

　
人
脈
を
広
げ
た
い

同
友
会
「
３
つ
の
目
的
」

よ
い
会
社
を
つ
く
ろ
う

　

広
く
会
員
の
経
験
と
知
識
を
交
流

し
て
、
企
業
の
自
主
的
近
代
化
と
強

靭
な
経
営
体
質
を
つ
く
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
経
営
者
に
な
ろ
う

　

中
小
企
業
家
が
自
主
的
な
努
力
に

「第 17 回京都経営研究集会」で地域密着型の経営に
ついて発表する株式会社丹後乳販の井上代表取締役

よ
っ
て
、
相
互
に
資
質
を
高
め
、
知

識
を
吸
収
し
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
者

に
要
求
さ
れ
る
総
合
的
な
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

経
営
環
境
を
改
善
し
よ
う

　

他
の
中
小
企
業
団
体
と
も
提
携
し

て
、
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
社
会
・

経
済
・
政
治
的
な
環
境
を
改
善
し
、

中
小
企
業
の
経
営
を
守
り
安
定
さ
せ
、

日
本
経
済
の
自
主
的
・
平
和
的
な
繁

栄
を
目
指
し
ま
す
。

企業の駅
ー�リレー通信 vol.4�ー

　舞鶴若狭自動車道の完成をはじめ、本年にはいよいよ京都縦貫自動車道が全通するなど、北
近畿をめぐる産業・社会インフラが飛躍的に向上しつつあります。このコーナーでは、このよ
うな新しい時代の産業環境を最大限に活かしていただけますよう、丹後地域内はもとより、府
域の南北および京阪を貫く京街道、その周辺地域はじめ中広域の圏域において企業相互の連携、
相互の事業拡大と事業創造を促進するため、広く京都府全域又は関西圏等で活躍されている商
工関連団体の取り組みや支援制度などをシリーズで紹介します。

京都縦貫街道

京
都
中
小
企
業
家
同
友
会

※「企業の駅」とは、人と人との出会いや交流を促進したり、
地域から人に情報発信等を行う拠点としての、「まちの駅」
「道の駅」「海の駅」などにならい、命名しました。

―
企
業
経
営
を
共
に
考
え
、
よ
り
良
い
会
社
づ
く
り
を
目
指
す
―

京
都
中
小
企
業
家
同
友
会
北
部
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
７
３ 

ー
20 

ー 

５
２
０
８
）

市
民
が
主
体
的
に
学
び
あ
え
る
環
境
づ
く
り
へ

教育

京
丹
後
市
教
育
振
興
計
画
を
策
定

目 指 す
教　 育

計
画
策
定
の
趣
旨

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
校
教

育
改
革
構
想
、
学
校
再
配
置
基
本

計
画
、
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
お
よ
び

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
等

を
策
定
し
つ
つ
教
育
環
境
の
向
上

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

計
画
の
成
果
・
課
題
を
整
理
し
、

子
ど
も
た
ち
の
社
会
を
生
き
抜
く

力
、
心
の
豊
か
さ
を
育
み
、
市
民

が
生
涯
を
通
し
て
主
体
的
に
学
び

あ
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
、
本
市
に
お
け
る
教
育

の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
の
位
置
付
け

　
本
計
画
は
、
教
育
基
本
法
第
17

条
第
２
項
に
基
づ
い
て
策
定
し
ま

す
。
ま
た
、
国
・
府
の
関
連
計
画

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、「
第
２

次
京
丹
後
市
総
合
計
画
」
と
も
連

携
し
、
市
の
関
連
計
画
と
の
整
合

丹
後
支
部
の
活
動

　

丹
後
支
部
で
は
、
京
丹
後
市
・
与

謝
野
町
・
宮
津
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
、「
ブ
ロ
ッ
ク
会
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
は
各
行
政
区

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
を
行

い
、
さ
ら
に
支
部
に
持
ち
寄
っ
て
全

体
で
考
え
る
場
も
設
け
て
い
ま
す
。

＊
消
費
税
増
税
に
関
す
る
勉
強
会

　

昨
年
４
月
か
ら
、
消
費
税
が
８
㌫

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
の
中
で
の
現
状
・
問
題
点

等
を
出
し
合
い
、
今
後
の
対
応
策
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

＊
各
種
講
演
会

　
行
政
の
方
や
他
支
部
の
会
員
さ
ん
よ

り
、
経
営
に
つ
い
て
・
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
納
涼
例
会

　

日
頃
か
ら
、
私
た
ち
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
家
族
と
の
懇
親
の
場
を
設

け
ま
し
た
。

を
図
り
ま
す
。

計
画
期
間
お
よ
び
見
直
し

　
本
計
画
の
期
間
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で
の
10
年

間
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
社
会
状

況
の
変
化
等
に
よ
り
見
直
し
の
必

要
性
が
生
じ
た
場
合
は
、
５
年
を

目
途
に
中
間
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

基
本
理
念　

　
本
計
画
で
は
、
義
務
教
育
修
了

ま
で
に
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、

自
立
し
て
社
会
で
生
き
抜
く
基
礎

を
育
て
、
同
時
に
市
民
が
主
体
的

に
生
涯
を
通
じ
て
学
べ
る
学
習
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
ふ

る
さ
と
京
丹
後
の
伝
統
・
歴
史
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
に
愛
着
と
誇

り
を
も
ち
、
自
ら
の
考
え
で
幸
福

な
未
来
を
着
実
に
切
り
拓
き
、
生

涯
に
わ
た
り
誇
り
高
く
生
き
抜
く

こ
と
が
で
き
る
力
を
育
む
と
と
も

に
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
自
ら
の

飛
躍
と
ま
ち
の
将
来
に
向
け
て
新

し
い
価
値
を
創
り
だ
す
力
を
育
む

教
育
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
、

自
分
自
身
の
考
え
に
よ
り
、
多
様

な
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
学
び
を
深
め
、

ど
ん
な
課
題
に
も
対
応
で
き
る
力

を
持
っ
た
人
と
な
る
た
め
の
教
育

環
境
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

重点目標１　
　就学前の子どもの教育・保
　育環境を充実します

重点目標２
　確かな学力・生き抜く力を
　育みます

重点目標３　
　子どもを健やかに育む
　教育環境を充実します

重点目標４　
　豊かな人間性・社会性を
　育みます

重点目標５　
　生涯にわたる豊かな学びを
　支援します

重点目標６　
　歴史文化を活用し、郷土へ
　の愛着と誇りを育みます

①就学前教育の環境整備

②保幼小の連携強化

視点１ ▶  10 年間を見通した小中一貫教育を推進し、確かな学力
　　　　　と社会を生き抜く力を育みます
視点２ ▶ 生涯にわたり主体的に学ぶことのできる環境づくりを
           　推進します 

①生涯学習の体制づくり

②人権教育の推進

③文化芸術活動の推進

④社会教育施設等の整備充実

重点目標７　
　たくましく健やかな
　体づくりと生涯スポーツ
　を推進します

①小中一貫教育の推進

②学校園、家庭、地域の協働による教育力の向上

③確かな学力の育成

④社会を生き抜く力の育成

①子どもの安全・安心の確保

②学校施設環境等の整備充実

③個に応じた支援体制の充実

④ボランティアによる学習支援の推進

①人を思いやり、尊重する社会性の育成

②生徒指導体制、教育相談体制の充実

③家庭・地域の教育力の向上

④芸術文化を通じた豊かな感性、情緒の育成

①健康な体づくり

②地域スポーツ活動の推進

③競技力の向上

④社会体育施設等の整備充実

①豊かな歴史文化等を学習する機会の充実

②文化財の保護と活用

③資料館施設の整備充実

施策の方向性

計 画 の 体 系

※計画の詳細は、市ホームページおよび各戸配布の概要版をご覧ください。
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第
３
セ
ク
タ
ー
の
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
運

営
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
２
年
に
開
業
。

約
25
年
間
に
わ
た
り
、
通
学
や
買
い
物

な
ど
沿
線
住
民
の
足
を
担
う
と
と
も
に
、

大
阪
や
京
都
と
丹
後
地
域
を
結
ぶ
交
通

手
段
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
開
業
当
初
か
ら

厳
し
い
経
営
が
続
き
、
乗
客
は
平
成
５

年
度
の
３
０
３
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
、
平
成
24
年
度
に
は
１
８
７
万
人

に
。
府
や
沿
線
自
治
体
な
ど
が
連
携

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
赤
字
打
開
策
を

講
じ
て
き
ま
し
た
が
回
復
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
府
県
お
よ
び
沿
線

市
町
は
平
成
25
年
９
月
、
民
間
の
自

由
な
発
想
を
採
り
入
れ
よ
う
と
、
Ｋ

Ｔ
Ｒ
が
車
両
な
ど
の
施
設
を
保
有
し

た
ま
ま
民
間
に
鉄
道
運
行
を
委
託
す

る
「
上
下
分
離
方
式
」
の
導
入
を
発

表
。
昨
年
５
月
、
公
募
の
中
か
ら
高

速
バ
ス
事
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
を
行
う
ウ
ィ
ラ
ー
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
ウ
ィ
ラ
ー

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
昨
年
12
月
に
Ｋ
Ｔ
Ｒ
と
同
社
、
沿
線

９
自
治
体
の
連
名
で
国
に
提
出
し
て
い
た

「
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
」
が
３
月

11
日
に
認
定
を
受
け
、
ウ
ィ
ラ
ー
が
運
行

会
社
と
し
て
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
４

月
１
日
か
ら
子
会
社
の
ウ
ィ
ラ
ー
ト
レ
イ

ン
ズ
株
式
会
社
が
運
行
を
担
い
、“
京
都

丹
後
鉄
道
”
と
し
て
再
出
発
し
ま
す
。

“交通革新”と“まちづくり”が連携することで、
地域の価値を向上する。
　私たちWILLERグループが目
指す地域の価値向上。それは、
利便性の高い高次元交通ネット
ワークの実現（交通革新）により、
ストレスのない便利で自由な移動
を沿線地域全体に提供すること。
そして、豊かな自然や食・文化な
ど地域の観光資源をはじめ、そ
れぞれの市町の良さを活かした広
域的なまちづくりを行うことです。
　これら自治体をはじめ各種事業

者と協力の上、「交通革新」と「ま
ちづくり」の連携によるシナジー（相
乗効果）を創造することで、沿
線で生活している人が望む都市機
能・生活水準の向上を実現するこ
とにあります。
　さらに地域の雇用や教育環境
づくりにも力を入れ、都心で生活
する若い人が移り住みたくなる魅
力ある地域への発展につなげてい
きます。

北近畿タンゴ鉄道（ＫＴＲ）　地域と歩んだ歴史に幕

“京都丹後鉄道（丹
た ん

鉄
て つ

）”として再出発

WILLER TRAINS 株式会社
代表取締役　村瀬 茂高

4月１日以降の主な変更点

運行会社 北近畿タンゴ鉄道㈱ ➡ WILLER TRAINS ㈱
鉄道通称名 － ➡ 京都丹後鉄道（略称：丹鉄〈たんてつ〉）

駅　名

野田川駅

➡

与謝野駅
丹後大宮駅 京丹後大宮駅
木津温泉駅 夕日ヶ浦木津温泉駅
丹後神野駅 小天橋駅
甲山駅 かぶと山駅
但馬三江駅 コウノトリの郷駅
厚中問屋駅 福知山市民病院口駅

路　線
・宮津線
・宮福線

➡

縁起三線
（福が舞いおり豊かになる沿線と鉄道）

・宮舞線（西舞鶴－宮津区間）愛称新設
・宮豊線（宮津－豊岡区間）愛称新設
・宮福線

　北近畿タンゴ鉄道（ＫＴＲ）は４月１日以降、運行会社が W
ウ ィ ラ ー

ILLER T
ト レ イ ン ズ

RAINS 株式会社
に変更となり、“京都丹後鉄道（略称：丹

た ん

鉄
て つ

）”として生まれ変わります。地域と共に歩ん
できたＫＴＲの歴史に幕を下ろし、“丹鉄”が私たちの交通の要として歩み始めます。

❶平成 2 年４月１日、ＫＴＲ開業日当日、峰山駅ホームに乗り入れた特急・タンゴエクスプローラーを喜ぶ住民ら　❷丹後・但馬の通学には欠か
せない貴重な交通（甲山駅）　❸各駅で花いっぱい運動を展開（平成 23 年度～ 写真は丹後神野駅ホームでの植栽の様子）

❶❷❸❸ ❷ ❶

特急タンゴ・エクスプローラーは、大阪と丹後を結ぶ直通の特急列車として地域の発展に大きく貢献
（平成 25 年３月に定期運行を引退）

❶平成 23 年 6 月「高齢者上限 200 円」レールを開始　❷平成 25 年４月に運行を開始した観光型列車「あかまつ」（右）「あおまつ」（左）、
平成 26 年５月に運行を開始した「くろまつ」（中央）　❸４月１日からも沿線住民の夢と希望をのせて走る“京都丹後鉄道”

“たんごブルー”で愛されている普通列車

    

  



　幼稚園・保育所の保育料の引き下げに併せ、放課後
児童クラブの利用料についても引き下げを行い、子育
て家庭の経済的負担の軽減を図ります。引き下げ幅は、
保育料の引き下げ額と同程度の設定になります。

　これまでの定額（9，500 円）設定から市町村民税
課税状況を基にした階層区分を設定し、最高上限額を
月額 8，000 円に留め現行の保育料よりも低い設定に
なります。

　これまでは、保育所等に同時在籍している場合の第 3
子以降を無料としていましたが、新制度では最年長（18 歳
に達した日以降の最初の 3 月31日までの間にある者）か
らカウントして第3子以降を「無料」とします。（下図参照）

保育料大幅値下げ、第 3子以降無料
　市では、平成 27 年 4 月、「子ども・子育て支援新制度」開始を機に保育料の見直しを行うため、2
月の臨時市議会に保育料徴収条例を上程し、可決されました。これにより、子育て家庭が生活しやす
く親子の賑やかな姿があふれるまちを目指し、全国トップクラスの経済的負担の軽減を実現。保育所
保育料は、全体で約 1 億 7,300 万円（引き下げ率 43.0％）、幼稚園保育料は全体で約 630 万円の引
き下げ（引き下げ率 33.6％）となり、大幅な値下げとなります。主な改定点は次のとおりです。

京丹後市の学校教育改革、「小中一貫教育」を柱に

　国が示す階層ごとの基準を市と比較し平均すると保
育短時間で３歳未満児 77.4％、３歳以上児 52.0％、
保育標準時間で３歳未満児 80％、３歳以上児 55.7％
と大幅な引き下げとなります。

 平成 27 年 4 月から　子育て家庭の支援を充実、若年層の定住へ

①保育所保育料を最大77.4%引き下げ

夫婦共働きで夫が子ども 3 人（小学生 1 人・保育所 5 歳、3 歳の 2 人）を扶養している世帯

改定前 第 2 子 月額 27,000 円 第 3 子 月額 13,500 円 計 40,500 円

改定後 第 2 子 月額 16,000 円 第 3 子 0 円 計 16,000 円
（前年比　△24,500円）

②第3子以降の保育料「無料」の条件を拡大

夫婦共働きで夫が子ども 3 人（保育所 5 歳、3 歳、10 カ月）を扶養している世帯

改定前 第 1 子 月額 27,000 円 第 2 子 月額 13,500 円 第 3 子 0 円  計 40,500 円

改定後 第 1 子 月額 16,000 円 第 2 子 月額 8,000 円 第 3 子 0 円  計 24,000 円
（前年比　△16,500円）

A 世帯の場合の保育料 ※同一の所得基準を用いて計算

B 世帯の場合の保育料 ※同一の所得基準を用いて計算

（注）上記の例は、標準的な世帯の例ですので、所得や世帯構成により保育料額が異なります。

③幼稚園保育料も引き下げ、上限8,000円 ④放課後児童クラブの利用料金も引き下げ

A世帯

Ｂ世帯

第1子

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 小学校 中学校 高校

第3子＝無料

第3子＝無料 第2子＝半額

第2子＝全額

第1子＝全額

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
市

内
全
域
を
対
象
と
し
て
家
庭
生

ご
み
を
資
源
化
す
る
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
対
象
地

域
の
拡
大
へ
向
け
た
啓
発
を
進

め
て
お
り
、
少
し
ず
つ
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
地
域
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
、

１
０
０
０
世
帯
以
上
を
目
標

に
、
生
ご
み
資
源
化
対
象
地
域

の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
に
は
「
雑
が

み
」
を
新
た
な
分
別
品
目
に
加

環
ぢ
か
ら
通
信

正
し
い
分
別
で
ご
み
が“
資
源
”に

生
ご
み
資
源
化
対
象
を

１
０
０
０
世
帯
以
上
に
拡
大

　
現
在
、
京
丹
後
市
で
は
、
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
の
分
別
品
目
は
20
種
類

あ
り
、
そ
の
う
ち
16
品
目
が
再
資
源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ま

で
紹
介
し
て
き
た
生
ご
み
の
資
源
化
に
加
え
、
昨
年
新
た
に
分
別
品
目
に
加

わ
っ
た
「
雑
が
み
」
と
「
小
型
廃
家
電
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Vol.8

え
ま
し
た
。「
雑
が
み
」
と
は
、

新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ

ク
、
雑
誌
以
外
の
雑
多
な
紙
ご

み
の
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
お

い
て
大
量
に
発
生
す
る
貴
重
な

“
資
源
”
で
す
。
圧
着
は
が
き

や
紙
コ
ッ
プ
な
ど
の
資
源
化
で

き
な
い
紙
類
、
ま
た
使
用
済
み

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
の
よ
う
な
不
衛
生
な
も
の

を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
雑
が
み

は
、
古
紙
回
収
団
体
に
引
き
渡

す
こ
と
で
、
も
う
一
度
“
紙
”

と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

一
昨
年
の
11
月
か
ら
、
各
市

民
局
や
図
書
館
、
地
域
公
民
館

な
ど
17
カ
所
に
専
用
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
携
帯
電

話
や
デ
ジ
カ
メ
、
ゲ
ー
ム
機
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
小
型
廃
家
電

を
回
収
し
て
い
ま
す
。
開
始
か

ら
１
年
間
（
昨
年
10
月
ま
で
）

の
回
収
量
は
48
・
７
㌧
。
国
の

実
証
事
業
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば

約
25
・
９
㌧
の
有
用
金
属
（
鉄
、

ア
ル
ミ
、
銅
な
ど
）
が
埋
め
立

て
ら
れ
ず
に
再
資
源
化
で
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
未
来
の
子

供
た
ち
が
使
う
貴
重
な
資
源
で

市 

民 

課

　
　
☎
６
９
‐
０
２
１
０

す
。

※
家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
・
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
）
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家
電
販

売
店
な
ど
に
持
ち
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
昨
年
７
月
号
か
ら
生
ご

み
の
資
源
化
を
テ
ー
マ
に

連
載
を
始
め
た
「
環
ぢ
か

ら
通
信
」。
今
後
は
、
京
丹

後
市
内
の
資
源
循
環
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
・
視
点
で

幅
広
く
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

　これまでの生ごみ資源化は、分別した
生ごみを、水切りバケツから収集タルに
直接投入していただく方法で行っていま
したが、４月からは、生ごみ専用袋で可
燃ごみと同じステーションに出していた
だくことになりました。これにより、毎回
バケツを持ち帰る必要がなくなります。

雑
が
み
は
古
紙
回
収
団
体
へ

４月から専用の袋で生ごみを回収

▲毎日の生活で出るさまざまな「雑がみ」

小
型
廃
家
電
は

貴
重
な
〝
地
上
資
源
〟
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▲小さな頃からの意識付けが大切です

▲新たに採用する生ごみ専用袋

ガイド
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▶
講
師
の
渡
邉
さ
ん
（
右
端
）
か
ら
茶
の
出
し
方
、
受
け
取

り
方
な
ど
の
作
法
に
つ
い
て
学
ぶ
参
加
者
た
ち

　「和の作法親子教室」が 3 月15 日、丹後地域公民館
で開かれ、参加者たちが日本文化に親しみました。この取
り組みは、国際社会に生きる子どもたちに和文化を体験さ
せ、日本の良さを知ってもらうことを目的に、丹後地域公
民館が主催し、全 3 回の日程で行われたものです。
　約10人の参加者は、講師の渡

わた

邉
なべ

富
ふ

二
じ

子
こ

さんからおじぎ、
引き戸の開け閉め、お茶の出し方など、和室での立ち振る
舞いを学びました。松田香奈子さんは「ちょっとした仕草
でも、見え方は大きく違う。これを機に、少しでも優雅に
振る舞うことが出来れば」と話していました。

　婚活ファシリテーター養成講座（全２回）
が 3 月 1 日、弥栄市民局で開かれ、参加
者が講師の松尾やよいさんから若者の婚
活事情やアドバイスの仕方などを学びまし
た。２回目となる今回は、若者への声の掛
け方や、その際のポイントなどを重点的に
講義。▶婚活パーティは複数の種類があ
るため、自分に合ったものを選ぶこと▶若
者自身が自分を知っていないことが多いた
め、自己ＰＲを事前準備するようアドバイ
スすることなどを解説。また、相談しやす
い環境を支援者側が作る必要があると話
し、参加者は相談員としての基本姿勢や
心掛けたいことなども学びました。
　さらに、参加者自身が自己ＰＲカードを
作成するワークショップを実施。ＰＲ項目
や自己紹介のポイントを学びました。
　今回の養成講座に参加した 28 人は、主催する京丹
後市社会福祉協議会から若者の結婚を後押しする「世
話やき隊」として認定され、今後各地域や団体で行わ
れるイベントへの参加の後押し、婚活情報の発信、相
談業務などを担います。

　地域の農産物を使った加工品づくりを手掛
ける「大宮おふくろＳＵＮ工房」（川口礼子代表）
のメンバーが 3 月12日、拠点となる奥大野公
民館でこんにゃく作りに挑戦しました。
　この日、同工房の中心メンバー 7 人が参加。
地元産のこんにゃくいも２㌔を使い、皮むき
などの下ごしらえ、手練り、型入れなどの工
程を経て、約 1時間半かけて、40 枚の板こ
んにゃくを作りました。作業の中でメンバー
は、それぞれの工程におけるポイントを確認
し合うとともに、冗談も織り交ぜながら、こ
んにゃく作りを楽しんでいました。“里の仕掛

　網野町掛津地域の女性グループ「琴引浜まんまくらぶ」
（丸田智代子代表）は３月16日、掛津区民センターで、“食”
を通じた他地域との交流促進や集落における食文化継承な
どを目的に取り組んだ「丹後祝い膳復活プロジェクト」に
ついての報告会を開催しました。
　区民ら約 20 人が参加した報告会では、丸田さんとメン
バーの髙屋みのりさんが、地域のお年寄りに聞き取りを行
い、昭和の中頃まで婚儀のご馳走として出されていた“祝
い膳”を復活させたことなどを報告。先進地視察の成果に
も触れ「津軽鉄道沿線で人気の“津鉄汁”を参考に、丹
後でも沿線の皆さんと連携して地域ならではの食材を使っ
た“丹鉄汁”に取り組みたい」などと展望を話していました。

食文化継承へ“丹後祝い膳”復活
「琴引浜まんまくらぶ」が活動報告

網 野 町
3月16日

▲練ったこんにゃくを木枠で成型するメンバーたち

和室での立ち振る舞い学ぶ
丹後地域公民館で和の作法親子教室

丹 後 町
3月15日

▲生産者に説明を受けながらどぶろくを味わう乗客

Ｋ
Ｔ
Ｒ
「
ど
ぶ
ろ
く
列
車
」
発
進

久
美
浜
駅
で
乗
客
に
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
３月13日
久美浜町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

「北近畿どぶろく
列車」の様子

大 宮 町
３月12日

素
材
を
生
か
し
た
加
工
品
で“
食
”発
信

「
大
宮
お
ふ
く
ろ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
工
房
」“
こ
ん
に
ゃ
く
”
試
作

　車窓を楽しみながらどぶろくを試飲で
きる「北近畿どぶろく列車」が３月 13 日、
豊岡駅発、久美浜駅経由で天橋立駅まで
臨時運行されました。
　久美浜駅では、ゆるキャラのこっぺちゃ
んが一行を出迎え、京丹後産のお茶や地
元の野菜、加工品などをＰＲ。参加した
50 人は、商品を品定めしたり、土産物を
購入したりして楽しんでいました。
　昨年定期運行を終えたＫＴＲの特急タ
ンゴ・エクスプローラーの車内では、北
近畿のどぶろく約 10 銘柄が提供され、
乗客は会話を楽しみながら、ゆっくりと
堪能していました。大阪市から参加した
貝
かい

原
はら

弘
こう

次
じ

さんは「沿線の景色を見ながら
のどぶろくは最高でした。ぜひ定期的に
運行してほしいです」と話していました。
　この取り組みは、「第 10 回全国どぶろく研究大会 in
北近畿」（同実行委員会主催）の一環。前日に兵庫県新
温泉町の旅館で行われたコンテストでは、弥栄町の農家
民泊温

ほっ

古
こ

里
り

が出品したどぶろくが入賞を果たしました。

弥 栄 町

婚
活
中
の
若
者
を
後
押
し

「
世
話
や
き
隊
」
に
28
人
を
認
定

3月1日

　明治 28 年に開園し、長い歴史と伝統を持
つ峰山幼稚園。園舎の耐震性などを背景に、
平成 27 年 4 月から峰山こども園として引き
継がれることが決まり、その思い出を記念誌
として残そうと「峰山幼稚園記念誌制作委員
会」（奥村大

だい

  委員長）が 3 月12日、同園で
開催されました。
　この日の会合では、コアメンバー 9 人が
出席。製本日程や、今後の販売方法などに
ついて確認を行いました。
　メンバーは、「明治の設立から移転を繰り
返す園舎の沿革などの確認、郷土史や広報
紙をひも解き掲載内容の選定、名簿確認な
どの作業が大変でした」と振り返り、奥村委
員長は、「たくさんの方の協力を得て、よう
やく刊行の運びとなった。記念誌制作を通じ
て、大勢の方々に幼稚園への思い入れがある
ことを改めて感じた。幼稚園の思い出を忘れ
ることなく記憶にとどめていてほしい」と話
していました。同誌は、A4 判、フルカラーの104㌻で構
成され、明治 28 年幼稚園設立からの沿革、卒園生への
インタビュー、3000 人を超える卒園生の集合写真、園で
の様子を写真で紹介。4月上旬から販売予定（限定500冊・
1500 円）。　mineyama.yochien2015@gmail.com

▲記念誌発行に向けて打合せを行うメンバーたち（奥村委員長・左）

“
幼
稚
園
の
思
い
出
”い
つ
ま
で
も

「
峰
山
幼
稚
園
記
念
誌
」
を
刊
行
３月12日
峰 山 町

▲

視
察
内
容
な
ど
に
つ
い
て
報
告
す
る

代
表
の
丸
田
さ
ん

▲世話やき隊に認定された参加者たち（最下段左から３人目が講師
の松尾やよいさん）

人”で代表を務める川口さんは、「京丹後は食
材の宝庫。手作りにこだわり、郷土料理などを市内外の方
へ紹介すると同時に、楽しみながら女子力アップにもつな
げていきたい」と話していました。
　今後、同工房では 4 月から定期的に開催される手作り市
で漬物などの加工品を販売する予定。
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火
災
に
よ
り
死
者
３
人

救
急
２
４
１
０
件

　
　
１
日
平
均
６
・
６
件

平成26年中の市内の火災発生状況や、救急救助活動など、消防・防災に関する各種の統計調査
結果をお知らせします。

　新年早々に市内で建物火災が続き、大変な年明けとなりました。昨年本市
においては大きな災害はなかったものの、残念なことに火災で３人の方が亡く
なられました。
　平成２３年から住宅火災での逃げ遅れをなくすため「住宅用火災警報器」
の設置が義務付けられましたが、まだまだ設置されていない住宅があります。
設置されていない住宅には早急に設置をしていただき、火災による死者、負
傷者をなくし、「安心・安全」に暮らせるまちづくりのため、職員一同も努力
してまいりますので、市民の皆さんのご支援ご協力をよろしくお願いします。

交
通
事
故
が
60
％

救
急
件
数
は
、前
年
か
ら
71
件
減
少
し
２

４
１
０
件
で
し
た
。

急
病
が
１
４
９
９
件（
全
体
の
約
62
％
）

と
半
数
以
上
を
占
め
、一般
負
傷
は
３
２
５
件

（
全
体
の
約
13
％
）、交
通
事
故
は
２
４
２
件

（
全
体
の
約
10
％
）で
し
た
。ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

要
請
は
過
去
最
多
の
1
2
2
件
で
し
た
。

救
急
車
に
よ
る
搬
送
人
員
は
２
２
５
５
人

で
、そ
の
う
ち
約
65
％
は
高
齢
者
で
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器（
以
下「
火
災
警
報

器
」と
い
う
。）の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た

平
成
23
年
以
降
、市
内
で
発
生
し
た
88
件

の
火
災
の
う
ち
、36
件
が
住
宅
火
災
で
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
状
況
を
見
る
と
、36

件
の
う
ち
23
件
が
火
災
警
報
器
の
未
設
置

住
宅
で
し
た
。ま
た
、設
置
済
み
住
宅
か
ら

は
死
者
が
出
て
い
な
い
の
に
対
し
、未
設
置

住
宅
か
ら
は
３
人
の
死
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
の
結
果
か
ら
、火
災
は
未
設
置
住
宅

か
ら
よ
り
高
い
率
で
発
生
し
、設
置
済
み
住

宅
に
比
べ
て
人
的
被
害
も
大
き
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
は
、火
災
警
報
器
の
設
置
、維
持

管
理
は
不
可
欠
で
す
。火
災
に
よ
る
犠
牲
者

「
ゼ
ロ
」の
実
現
の
た
め
に
、住
宅
に
は
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

救
助
出
動
件
数
は
、前
年
か
ら
10
件
増

加
し
45
件
で
し
た
。交
通
事
故
に
よ
る
出
動

が
27
件（
全
体
の
60
％
）と
半
数
以
上
を
占

め
、水
難
事
故
は
５
件
、そ
の
他
の
出
動
は

13
件
で
し
た
。

死
者
は
５
人
で
、交
通
事
故
に
よ
る
も
の

が
２
人
、水
難
事
故
に
よ
る
も
の
が
３
人
で

し
た
。

交
通
事
故
に
よ
る
出
動
が
増
え
て
い
ま

す
。交
通
ル
ー
ル
を
守
り
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

火

　災

火

　災

2020

救

　助

　

救

　助

4545

救

　急

　

救

　急

2,410

通

　信

　

通

　信

3,525

平
成
26
年
中
の
火
災
件
数
は
、前
年
と
同

数
の
20
件
で
、そ
の
内
訳
は
、建
物
火
災
が

14
件
、車
両
火
災
が
４
件
、そ
の
他
の
火
災

が
2
件
で
し
た
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
３
人
、負
傷
者
は
２

人
で
し
た
。

建
物
火
災
の
出
火
原
因
を
見
る
と
、「
こ

ん
ろ
」、「
電
気
配
線
」、「
落
雷
」な
ど
多
種

に
上
り
ま
し
た
。

苦
痛
を
軽
減
す
る
姿
勢

救急一口メモ皆
さ
ん
は
呼
吸
や
胸
が
苦
し
い
と
き
、
腹

痛
の
と
き
、
姿
勢
に
よ
っ
て
苦
痛
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

ま
ず
は
呼
吸
や
胸
が
苦
し
い
と
き
に
有
効

な
姿
勢
で
す
。
上
半
身
を
起
こ
し
て
、
少
し

前
屈
み
に
座
っ
た
姿
勢
を
と
り
ま
す
。
上
半

身
を
起
こ
す
こ
と
で
呼
吸
が
し
や
す
く
な
り
、

仰
向
け
で
寝
て
い
る
と
き
よ
り
呼
吸
が
楽
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
起
坐
位
と
い
い
ま
す
。

次
に
腹
痛
を
軽
減
す
る
の
に
有
効
な
姿
勢

で
す
。
仰
向
け
に
寝
た
状
態
で
、
膝
を
立
て

た
姿
勢
を
と
り
ま
す
。
膝
を
立
て
る
こ
と
で

腹
部
の
緊
張
が
と
れ
て
、
痛
み
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
膝
屈
曲
位
と
い

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
姿
勢
に
よ
っ
て
苦
痛
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、一番
楽

な
姿
勢
は
苦
し
ん
で
い
る
本
人
が
も
っ
と
も

よ
く
分
かって
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
本
人
の

希
望
す
る
姿
勢
が
と
れ
る
よ
う
に
手
伝
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

１
１
９
番
の
受
信
件
数
は
、前
年
か
ら

41
件
増
加
し
３
５
２
５
件
で
し
た
。こ
の
う

ち
、い
た
ず
ら
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、目
的

外
の
通
報
が
８
８
５
件（
全
体
の
約
25
％
）

あ
り
ま
し
た
。

１
１
９
番
は
緊
急
通
報
用
の
電
話
回
線

で
す
。回
線
に
は
限
り
が
あ
り
、火
災
や
救

急
の
緊
急
通
報
が
受
信
で
き
な
く
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、い
た
ず
ら
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、問
い
合
わ
せ
な
ど
に
も
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

市
消
防
本
部
で
は
、心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
、け
が
の
手
当
て
な
ど
、応
急

手
当
の
習
得
を
目
的
と
し
た
救
急
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、過
去
最
多
と
な
る
１
１
４
回
開

催
し
、延
べ
２
８
７
７
人
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、過
去
10
年
間
の
受
講
者

数
は
延
べ
２
３
０
０
０
人
を
超
え
、こ
れ
は

市
民
の
40
％
以
上
が
救
急
講
習
会
を
受
講

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、あ
な
た
も
応

急
手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。詳
し
く
は
、

峰
山
消
防
署
救
急
係（
☎
６２-

０
１
１
９
番
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
講
習
会

　
２
８
７
７
人
が
受
講

「火災や災害による被災者をなくすまちづくりをめざして」「火災や災害による被災者をなくすまちづくりをめざして」

統計で見る京丹後の実態

▲交通事故を想定した救助訓練

目
的
外
の
通
報
が
25
％

▲地域別火災発生状況

▲過去５年間の救急件数
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2,500

3,000

500

急病 交通一般負傷 合計

H25

1,545

337

231

325

242
H22

1,531

288

289
H23

1,624

341

289
H24

1,582

369

252
H26

1,499

2,481 2,410　2,450
2,591 2,536

▲市内の事業所で開催した救急講習会の様子

▲本年２月に運用開始した高機能消防指令システム

　　　20
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京丹後市

 

必
ず
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
設
置
し
ま
し
ょ
う

▲起坐位

▲膝屈曲位

消防長
河野矢　秀

市消防本部救急救命士

後藤 真哉

住宅火災

 36件　

警報器設置
　　なし

警報器設置
　あり

13件 23件

　死者3人

　死者0人

たんごの風６4号2015年4月 たんごの風６4号2015年4月

建物火災
車両火災
その他

▲住宅火災における火災警報器の設置状況
　および死者の発生状況（H23年～H26年)

き

　ざ

　い
ひ
ざ
く
っ
き
ょ
く
い

23 2015.04 222015.04
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第67回優良公民館表彰
（文部科学大臣表彰）

丹後地域公民館
　丹後町域の社会教育中核施設
として、少子高齢化過疎が進む 
なか住民のニーズに即したきめ細
やかな公民館活動を実施。家庭
教育支援や環境教育など地域課
題の解決に向けた講座を開催し、
地域の特色を生かした学習機会
を提供。特に、「子育交流会」で
は、気軽に話し合える場を提供し、
子育てに悩みを抱えていても近く
に相談相手がいない保護者にとっ

て、新たな人間関係の構築や不安
を解消する場として貢献している
ことが評価されました。

（
網
野
町
小
浜
）【 酪 農 】

　丹後国営開拓農地を利用した土地利用
型大規模酪農経営を確立し、乳製品加工
による多角的な経営を展開。また、茶栽
培など他分野への挑戦や、土産物開発な
ど観光業との連携を通して地域活性化に
貢献されました。

大日本農会農事功績表彰

  

　  

野
村
　
拓
也 

さ
ん （
59
）

わ
た
し
の
提
案
・
意
見
箱
か
ら

声

み
ん
な
の

広
報
紙
に
つ
い
て
、
文
字

が
多
す
ぎ
ま
す
。
魅
せ
る

広
報
紙
に
し
て
く
だ
さ
い

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
取
り
組
み
な

ど
を“
知
ら
せ
る
”だ
け
で
な
く
、

“
理
解
”
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

主
眼
を
置
い
て
い
る
た
め
、
結

果
と
し
て
文
字
数
が
多
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 　

 

さ
ら
に
、
昨
年
度
は
丹
後
建
国

１
３
０
０
年
記
念
、
本
年
度
は
、

市
制
10
周
年
と
い
う
節
目
に
当

た
り
、
記
念
事
業
の
紹
介
や
特

集
記
事
の
掲
載
が
多
く
、
例
年

に
比
べ
紙
面
数
が
増
え
て
い
る

現
状
も
あ
り
ま
す
。

 　

 

文
字
と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
や
紙

面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
内
容
や
取
り
組
み
の
背

景
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
指
摘

を
踏
ま
え
、
よ
り
分
か
り
や
す

く
読
み
や
す
い
紙
面
と
な
る
よ

う
、
引
き
続
き
工
夫
し
て
い
き

ま
す
。

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】

文
字
と
写
真
の
バ
ラ
ン
ス

や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
工

夫
し
ま
す

▼
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
は
、
市
民

に
市
政
を
伝
え
る
う
え
で
身
近

な
媒
体
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け

広
く
か
つ
詳
し
く
情
報
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
の
も

と
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

 　
と
り
わ
け
、
特
集
や
市
政
ガ
イ

ド
、
市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
の

《
１
月
号
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
な
ど
》

▼
１
月
号
の
表
紙
、
峰
山
高
校
農
園

芸
科
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
笑
顔
は
羊

年
に
ピ
ッ
タ
リ
！
前
途
羊
羊
（
洋

洋
）
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

　
【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
今
年
の
目
標
を
皆
様
が
全
員
達
成

で
き
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
お
正
月
の
残
り
物
は
毎
年
炊
き
直

し
て
食
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
京
丹
後
の
食
材
で
簡
単
レ

シ
ピ
で
佐
藤
雅
史
さ
ん
の
料
理
で

「
あ
っ
作
っ
て
み
た
い
」
と
思
い
ま

し
た
。
出
来
上
が
り
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
…
。

　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

▼
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
に
つ
い
て

で
す
が
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ど

出
て
く
る
の
は
文
字
の
羅
列

ば
か
り
で
す
。
伝
え
な
い
と
い

け
な
い
行
事
な
ど
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
必
要
最
小
限

な
ニ
ュ
ー
ス
や
話
題
を
読
み
き

り
サ
イ
ズ
で
掲
載
す
れ
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
。 

も
っ
と
魅

せ
る
広
報
紙
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。

【
匿
名
・
男
性
】

このコーナーでは、地元の方から旬の食材を使った料理を教わり、料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。

京丹後の食材で簡単レシピ 旬★感 たんごはん Vo l .16

1.	卵を溶く。
2.	鍋に Aを入れて火にかけ、沸騰したらホタルイカを加え弱
火にする。

3.	ホタルイカに火が通ったらニラを加え、ニラに火が通った
ら溶き卵を加える。（溶き卵は、少量を残しておく。）

4.	卵に火が通ったら３を器に盛り、残しておいた卵をかける。	
お好みで白髪ねぎやきざみのりをのせて完成。

作り方

「簡単に作れるホタルイカの料理」ということで、ぱっ
と頭に浮かんだ料理が卵とじでした。ホタルイカは
生のものを使ってください。また、強火でたくとホ

タルイカがはじけてみそが出るので、様子を見ながら火にかけて
ください。ニラの代わりに、青ネギを加えてもおいしいと思います。
5 分程あればできますので、是非作ってみてください。

　ホタルイカの季節がやってきました。昨年は、ホタルイカを使ったサラダ（広報きょうたんご平成 26
年５月号）をご紹介しましたが、今回はサッと簡単にできる一品おかずを教えていただきました。味付け
もしっかりしているため、ほくほくのご飯の上にのせて食べても美味しいと思います！是非お試しあれ！

教えてくれたひと

佐藤　孝
たか

憲
のり

さん	（網野町）

ホタルイカの卵とじ

材料（１人前）

・ホタルイカ（生）…10 匹 【Ａ】

・生卵 …２個 ・だし …90ml

・ニラ …適量 ・みりん …大さじ１

・白髪ネギ …適量 ・醤油 …大さじ１※

・きざみのり …適量 　※薄口・濃口を小さじ1杯半ずつ

体験レポート

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら〈イラスト〉網野町・70 代・女性

《
２
月
号
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
な
ど
》

▼
「
お
茶
会
」
で
新
年
を
祝
う
表
紙

の
写
真
も
、
ま
ち
の
わ
だ
い
の
写

真
も
す
ご
く
か
わ
い
く
て
…
指
導

さ
れ
る
先
生
も
着
物
を
着
て
お
ら

れ
、
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

大
人
の
私
た
ち
も
こ
う
い
う
気
分

に
な
ら
な
い
と
ね
。
感
動
し
た
ひ

と
と
き
で
し
た
。

　
【
弥
栄
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
丹
後
ち
り
め
ん
の
中
心
地
に
お
い

て
「
シ
ル
ク
産
業
の
発
展
、
創
出

へ
新
た
な
体
制
づ
く
り
」
や
５
年

後
の
ち
り
め
ん
創
業
３
０
０
年
を

迎
え
る
こ
と
、
ス
パ
イ
ダ
ー
シ
ル

ク
等
関
心
深
く
読
み
ま
し
た
。
以

前
の
よ
う
に
も
っ
と
も
っ
と
丹
後

が
栄
え
る
と
良
い
で
す
ね
。

【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
た
ん
ご
は
んvol.

15
の
生
春
巻
き

お
い
し
そ
う
で
す
ね
♡
作
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。
体
が
温
ま
る

ス
ー
プ
や
お
か
ず
の
レ
シ
ピ
を
教

え
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
笑
顔
士
さ
ん
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
笑
顔
が
広
が

る
と
い
い
で
す
。

　
　
　
　
【
峰
山
町
・
20
代
・
女
性
】

《
３
月
号
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
な
ど
》

▼
広
報
表
紙
の
写
真
、
昨
年
の
４
月

号
か
ら
気
に
入
っ
て
ま
す
。
入
学

の
様
子
の
後
姿
、
９
月
号
敬
老
の

日
の
後
姿
、
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う

の
風
景
な
ど
な
ど
…
後
姿
が
何
を

物
語
っ
て
い
る
の
か
、
人
そ
れ
ぞ

れ
想
像
し
て
み
る
の
も
お
も
し
ろ

い
！
今
月
号
の
港
町
の
男
た
ち
の

躍
動
感
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
ま
す

よ
～
！
次
号
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
最
近
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
下
水
の
弘

治
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

広
報
を
読
ん
で
環
境
に
も
良
い

こ
と
が
わ
か
り
、
は
や
く
全
地
域

に
普
及
し
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
毎
月
「
き
ょ
う
た
ん
ご
」
を
読
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
読
む
た

び
に
京
丹
後
の
歴
史
や
今
の
市
の

取
り
組
み
な
ど
勉
強
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
月
号
で
は
特
に
「
く
り

く
り
」
の
記
事
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。【

久
美
浜
町
・
20
代
・
女
性
】

▲子育て交流会の様子



文化
丹後
deぶんかでたんご

ぶんか TOPICS

豪商稲葉本家でひな祭コンサート
津軽三味線とドラムのコラボで魅了

何
枚
も
和
紙
を
重
ね
て

立
体
的
に
表
現

ち
ぎ
り
絵

森　 則 子 さん（71）

峰山町泉在住。構図を学ぶため、
高齢者大学の写真講座にも通う森
さん。写真も趣味になり、コン
クールで入選されたこともあるそ
うです。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
17▲昨年の全国コンクールに出品した作品「丹後松島」（縦

90.9㌢・横 116.7㌢）

　久美浜一区で開かれている「京都・久美浜ひな祭」
（NPO法人わくわくする久美浜をつくる会主催）の催し
のひとつ「ひな祭ミニコンサート」が３月８日、豪商稲
葉本家で開催されました。
　コンサート会場の中庭では、兵庫県但東町のグループ
「壱

い
鼓
っこ
参
さん
弦
げん
」が津軽三味線とドラムなどを組み合わせ、「り

んご節」「時の旅人」「じょんがら節」など10曲を披露。
民謡や現代風の曲を豪快な叩き三味線とドラムの軽快な
リズムで表現し、会場に詰めかけた観客を魅了しました。
また本家では、住民手作りの竹雛や江戸中期の御殿雛が
展示され、来訪者の目を楽しませていました。
　「京都・久美浜ひな祭」は４月７日まで。本家周辺の商
店など約30軒でも、手作りの雛人形が展示されています。

上／中庭で行われたひな祭ミニコンサートの様子　下左／住民
手作りの竹雛　下右／江戸時代から伝わる御殿雛

外
国
人
観
光
客
に
喜
ば
れ
る
ガ
イ
ド
の
手
法
学
ぶ

「
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
交
流
会
」を
開
催

NPO法人まちづくりサポートセンター尾江ガイド
による「バーチャルジオツアー」

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶ
ご家族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載し
ています。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

岡本 千
かず

愛
あ

ちゃん（女の子）
２月生まれ・3,244㌘
母：陽子さん　父：透さん
（網野町浅茂川）

本田 すずちゃん（女の子）
２月生まれ・2,710㌘
母：奈歩子さん　父：岳明さん

（兵庫県尼崎市／実家：網野町網野）

廣部 幸
ゆき

音
と

ちゃん（男の子）
２月生まれ・2,626㌘
母：那奈さん　父：貴行さん

（大阪府守口市／実家：峰山町二箇）

荒木 理
り

央
お

ちゃん（女の子）
２月生まれ・3,560㌘
母：麻衣子さん　父：康成さん

（大阪府豊中市／実家：峰山町荒山）

さと
がえ
り

さと
がえ
り さと

がえ
り

　

ち
ぎ
り
絵
は
、
主
に
和
紙
を

使
用
し
、
手
で
ち
ぎ
っ
た
紙
を

台
紙
に
張
っ
て
制
作
し
ま
す
。

ち
ぎ
っ
た
和
紙
を
何
枚
も
重
ね

た
り
、
毛
羽
立
て
た
り
す
る
こ

と
で
、
油
絵
や
水
彩
画
と
は
違
っ

た
独
特
の
立
体
感
や
色
調
を
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

制
作
手
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、
私
の
場
合
、
下
書
き
は
せ

ず
「
紙
で
絵
を
描
く
」
と
い
う
感

覚
で
和
紙
を
張
っ
て
い
き
ま
す
。

主
に
丹
後
や
旅
行
先
の
風
景
、

地
元
の
祭
り
な
ど
を
題
材
と
し

て
い
ま
す
が
、
た
だ
描
写
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
理
想
の
形
を

想
像
し
て
構
図
を
決
め
、
和
紙

の
風
合
い
を
生
か
し
て
表
現
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
ち
ぎ
り
絵
を
始
め
た
の

は
30
年
ほ
ど
前
。
５
人
の
子
ど

も
の
子
育
て
と
仕
事
が
落
ち
着

い
た
頃
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
始

め
て
み
た
い
と
思
い
近
く
の
教

室
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
と
に
か
く
三
日
坊
主
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
、
月
に
１
回
の

講
座
に
通
い
基
本
の
技
術
を
学

び
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
宮
や
峰

山
、
福
知
山
の
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク

ル
で
講
師
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
や
文
化
祭

に
向
け
て
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
制
作
し
て

い
ま
す
。

　

ち
ぎ
り
絵
は
、
基
本
を
学
べ

ば
誰
で
も
比
較
的
簡
単
に
描
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
細
か
く
紙

を
ち
ぎ
っ
て
重
ね
て
い
く
作
業
は

根
気
が
必
要
で
す
が
、
ひ
と
つ
の

作
品
を
完
成
さ
せ
た
瞬
間
に
は
、

「
私
に
も
こ
ん
な
作
品
が
で
き
る

ん
だ
」
と
い
う
喜
び
や
達
成
感
が

味
わ
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
魅
力
を
次
の
世
代
へ

伝
え
て
い
く
た
め
、
今
後
も
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

森
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
大
宮
サ
ー
ク

ル
の
30
周
年
を
記
念
し
た
「
な
か
ま
合

同
展
」が
４
月
18
日
～
20
日
ま
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
マ
イ
ン
４
階
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
技
能
向
上

や
情
報
交
換
な
ど
を
目
的
と

し
た
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
ガ
イ
ド
交
流
会
」（
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

主
催
）
が
２
月
24
日
、
久
美

浜
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
内
の

ガ
イ
ド
83
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

午
前
の
研
修
で
は
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
現
地
で
見
え
る
景

色
の
映
像
を
写
し
、
言
葉
や

身
振
り
で
案
内
す
る
「
バ
ー

チ
ャ
ル
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
を
実

施
。６
人
の
ガ
イ
ド
が
挑
戦
し
、

ジ
オ
サ
イ
ト
の
魅
力
や
施
設

の
見
所
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
主
に

京
都
市
内
で
中
国
人
観
光
客

を
案
内
し
て
い
る
通
訳
案
内

士
を
講
師
に
招
き
、「
外
国
人

に
喜
ば
れ
る
ガ
イ
ド
」
を
テ
ー

マ
に
講
習
を
実
施
。
参
加
者

た
ち
は
、
外
国
人
の
興
味
を

引
く
話
し
方
や
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
案
内
す
る
た
め
の

手
法
な
ど
を
学
び
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
実
践
し
て
い
ま
し

た
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
活
動
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
保
全
や
魅
力

を
発
信
す
る
上
で
非

常
に
重
要
な
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
今
年
９
月
に
開

催
さ
れ
る
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
陰

海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
現
地
案
内
に
向
け

て
、
推
進
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
た
ガ
イ

ド
の
技
能
向
上
や
交

流
を
進
め
て
い
き
ま

す
。（
観
光
振
興
課
）
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久美浜病院と飯南病院が姉妹協定
住民の健康維持増進を目指し医療・介護で交流

　京丹後市消防団は３月１日、春季全国火災予防運動
の取り組みの一環として、消防署と合同で火災想定訓
練を実施しました。
　同訓練は建物火災や林野火災を想定。実際の火災と
同様に防災行政無線を使ってサイレン吹鳴、火点広報
を行うとともに、各消防車庫から消防車で出動し、防
火水槽、河川を水利として、火点に向かって放水しま
した。
　当日はあいにくの雨模様となりましたが、団員たち
は素早い動きでホースの展張や消防ポンプの操作を行
い、消火手順や団員間の連携を確認するとともに、消
防署との協力体制の強化を図りました。
　訓練後は消防車両を連ねて防火パレードを実施し、
火災予防啓発を行いました。

消火手順や連携を確認
市消防団が火災想定訓練

◀
火
点
に
向
か
っ
て
放
水
す
る
団
員
た
ち

◀
姉
妹
病
院
協
定
締
結
式
に
出
席
し
た
（
左

か
ら
）
安
田
飯
南
病
院
長
、
山
碕
飯
南
町
長
、

中
山
京
丹
後
市
長
、
赤
木
久
美
浜
病
院
長

　
京
丹
後
市
内
に
は
約
２
５
０

カ
所
の
城
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
大
半

は
戦
国
時
代
に
使
わ
れ
た
も
の

で
す
。
一
般
的
に
城
と
い
え
ば
、

水
を
た
た
え
た
堀
が
め
ぐ
り
、

石
垣
の
上
に
天
守
閣
が
建
つ
姿

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
戦
国
時
代
の
終
わ
り
か
ら

江
戸
時
代
の
も
の
で
す
。
こ
れ

以
前
の
城
は
、
山
の
尾お

根ね

線せ
ん

上じ
ょ
う

を
削
っ
て
平
坦
な
場
所
（
郭く

る
わ

）

を
造
る
も
の
で
、
石
垣
や
天
守

閣
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
郭
に
は

掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

が
立
ち
、
周
り
に

柵
や
土ど

塁る
い

が
め
ぐ
り
ま
す
。
ま

た
敵
が
郭
へ
侵
入
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
、
尾
根
線
上
に
は
溝

（
堀ほ

り

切き
り

）
を
設
け
ま
し
た
。

　
下し

も

岡お
か

城じ
ょ
う

跡せ
き

は
、
網
野
町
下
岡

の
集
落
西
側
の
丘き

ゅ
う

陵り
ょ
う

上
に
あ
り

ま
す
。
城
跡
は
、
丘
陵
の
一
番

高
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
少
し

下
が
っ
た
標
高
70
㍍
付
近
に
中

心
と
な
る
主
郭
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
周
囲
に
は
三
つ
の
郭
が
め

ぐ
り
、
西
側
は
堀
切
で
区
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

天
文
７
（
１
５
３
８
）
年
の

『
丹た

ん

後ご
の

国く
に

御お

檀だ
ん

家か

帳ち
ょ
う

』
に
は
、「
木

津
の
し
も
お
か
」
と
い
う
地
名

が
あ
り
ま
す
が
、
城
主
の
名
前

は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
宝
永

７
（
１
７
１
０
）
年
の
『
丹た

ん

後ご

田た

辺な
べ

府ふ

志し

』
に
は
、
高た

か

屋や

駿す
る

河が
の

守か
み

良り
ょ
う

閑か
ん

と
い
う
人
物
が
城
主
で

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
岡
城
跡
は
、
網
野
町
内
で

最
も
整
っ
た
城
跡
で
あ
る
点
が

評
価
さ
れ
、
昭
和
51
年
３
月
１

日
付
け
で
網
野
町
指
定
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
平
成
16
年
の
京
丹

後
市
発
足
に
伴
い
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

108

　
下 

岡 

城 

跡

網野町内で最も整った城跡

網野南小

みなみ保育所網野町下岡

↓峰山

銚子山古墳

↗丹後

網野

下岡城跡

673

178

久美浜↓

下岡城跡遠景

　市立久美浜病院は２月 14 日、学習会や講演会など
を通して交流を続けてきた島根県の飯南病院と「姉妹
病院協定」を締結しました。地域包括医療・ケアシス
テムの構築を目指す同志として、医療・介護など各分
野で交流・連携を図り、地域住民の健康維持増進およ
びしあわせの追求に努めることなどを確認しました。
　久美浜病院で行われた協定締結式には赤木重典久美
浜病院長と安田勲飯南病院長、中山京丹後市長、山碕
英樹飯南町長が出席。赤木病院長は、「地域が存続す
るには医療と福祉の連携が欠かせない。協定を地域を
元気にする起爆剤としたい」と決意を述べました。
　また、締結式に先立ち、第11回「久美浜病院院内学会」
を開催。病院内の各部門の医師や職員が日頃の医療活
動で培い、努力研究してきた成果などを発表しました。

 

　
先
日
、
政
府
が
最
重
要
課
題

と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
地
方
創

生
」
を
本
市
で
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
た
め
の
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
を

全
国
第
一
号
で
策
定
し
ま
し
た

（
本
誌
５
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

今
後
、
わ
が
国
が
直
面
し
て
い

る
人
口
減
少
時
代
を
克
服
す
る
た
め
、
全
国
各
地
で

こ
の
取
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、
各
自

治
体
に
お
い
て
“
今
か
ら
45
年
後
、
２
０
６
０
年
の

人
口
展
望
”
を
掲
げ
た
う
え
で
ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦

略
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

私
た
ち
京
丹
後
市
で
は
、
将
来
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、“
政
策
の
効

果
が
十
分
発
現
す
れ
ば
、
２
０
６
０

年
、
７
万
５
千
人
程
度
の
人
口
が
確

保
さ
れ
る
”
と
打
ち
出
し
ま
し
た
。

そ
の
根
拠
等
に
つ
い
て
は
、
本
誌
３

～
５
ペ
ー
ジ
及
び
ビ
ジ
ョ
ン
本
体（
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
が
、
併
せ
て
、“
７
万
５
千
人
”
を
展
望
に
掲

げ
た
思
い
を
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
本
体
の
中
で
触
れ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
本
市
の
２
０
６
０
年
の
人
口
は
、
７
万
５
千
人
程

度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
状
の
構
造
的
な
人
口
減
少

局
面
を
如
実
に
受
け
止
め
る
と
き
、
一
見
、
思
い
や

希
望
だ
け
が
先
行
し
た
、
身
の
丈
を
超
え
た
無
謀
な

数
字
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
将
来
、
少
な
く

と
も
こ
う
い
う
社
会
を
目
指
し
た
い
と
す
る
一
つ
の

象
徴
を
現
す
性
格
も
も
つ
。し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
は
、

決
し
て
過
去
の
経
験
値
（
約
８
万
３
千
人
）
を
超
え

る
も
の
で
は
な
く
、
同
時
に
過
去
ば
か
り
を
追
い
求

め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
統
計
的
な
想
定
の
上
に
目

指
し
た
い
と
す
る
社
会
に
向
け
て
蓄
積
し
て
い
く
政

策
効
果
の
十
全
な
発
現
を
条
件
と
し
て
、
将
来
、
十

分
に
実
現
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。」（
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
“
お
わ
り
に
”
よ
り
）

　
“
過
去
の
経
験
値
”
に
関
し
、
国
勢
調
査
が
始
ま

っ
た
大
正
９
年
以
降
の
時
期
で
本
市
域
（
旧
６
町
域
。

以
下
同
じ
）の
人
口
の
最
大
値
は
、昭
和
25
年
で
の「
約

８
万
３
千
人
」で
す
が
、こ
の
欄
で
ぜ
ひ
と
も
ご
報
告・

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
実
は
、
更
に
今

か
ら
95
年
前
、
国
勢
調
査
が
始
ま
っ
た
最
初
の
大
正

９
年
の
時
点
で
本
市
域
に
は
「70,784

人
」
が
居
住

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
！

　

こ
の
驚
く
べ
き
凄
さ
は
、
全
国
の
人
口
が

「59,736,822

人
＝
約
６
千
万
人
」（
大
正
９
年
）
で

あ
る
時
代
に
、
既
に
約
７
万
人
の
人
口
を
も
ち
、
さ

ら
に
い
え
ば
、
当
時
、
東
京
市
約
２
１
７
万
人
（
全

国
１
位
）、
大
阪
市
約
１
２
５
万
人
（
同
２
位
）、
京

都
市
約
59
万
人（
同
４
位
）…
、静
岡
市74,093

人（
同

25
位
）、
門
司
市72,111

人
（
同
27
位
）、
熊
本
市

70,388

人（
同
28
位
）徳
島
市68,457

人（
同
29
位
）

…
、と
続
く
中
で
、京
丹
後
市
域
の
人
口
は
、何
と
！

「
全
国
第
28
番
目
」
※
で
、
現
在
の
県
庁
所
在
市
並

み
の
人
口
を
擁
し
て
い
ま
し
た
（
※
た
だ
し
、
当
時

以
降
、
当
市
の
よ
う
に
合
併
し
た
自
治
体
の
ケ
ー
ス

は
、
詳
細
不
明
の
た
め
比
較
外
に
し
て
い
ま
す
。）。

　
こ
の
よ
う
に
、
２
０
６
０
年
の
将
来
に
「
人
口

７
万
５
千
人
」
を
展
望
す
る
、
と
い
う
規
模
は
、
実

は
、
直
近
の
20
～
30
年
を
除
く
と
統
計
の
あ
る
過
去

の
約
１
０
０
年
間
は
、
ず
ー
っ
と
人
口
は
「
７
万
人

以
上
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
事
実
を
改
め
て
噛
み

締
め
な
お
し
て
受
け
止
め
、
市
民
皆
で
広
く
思
い
を

共
有
し
必
要
な
取
組
み
を
真
剣
に
重
ね
て
い
く
中
で
、

必
ず
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
我
々
は
、
元
々
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
ら
！

数
多
く
の
先
人
の
皆
さ
ん
が
歴
史
を
通
じ
心
血
を
注

い
で
丹
後
の
繁
栄
を
懸
命
に
築
い
て
い
た
だ
い
て
今

が
あ
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
丹
後
の
祖

先
、
先
人
の
皆
さ
ん
と
丹
後
の
歴
史
の
歩
み
に
深
い

敬
意
と
と
も
に
、
そ
の
幾
多
の
ご
尽
力
と
繁
栄
の
歴

史
に
も
と
る
こ
と
の
な
い
丹
後
再
生
・
発
展
へ
の
確

か
な
展
望
と
努
力
を
捧
げ
る
決
意
を
新
た
に
す
る
次

第
で
す
。

　
思
え
ば
、
過
去
１
０
０
年
間
、
日
本
の
国
土
軸
と

し
て
の
太
平
洋
側
地
域
・
地
帯
や
県
庁
所
在
地
な
ど

の
中
心
地
が
重
視
さ
れ
、
基
幹
鉄
道
や
道
路
、
主
な

産
業
政
策
な
ど
が
国
家
と
し
て
重
点
的
に
施
さ
れ
た

こ
と
を
基
礎
に
、
当
該
地
域
を
巡
る
住
民
、
関
係
者

の
真
摯
な
ご
尽
力
と
相
ま
っ
て
、
１
０
０
年
前
は
本

市
域
と
同
じ
程
度
の
人
口
だ
っ
た
地
域
・
都
市
が
今

や
、
数
十
万
の
人
口
を
擁
す
る
中
核
都
市
に
成
長
し

て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
歴
史
的

な
過
程
自
体
、
国
家
全
体
の
発
展
・

繁
栄
の
う
え
で
必
要
・
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
理
解
で
き
る
こ
と
で

す
が
、
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
い

よ
い
よ
、
我
々
の
順
番
が
来
た
！

と
い
う
こ
と
で
す
。
太
平
洋
側
地

域
が
道
路
、
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
バ
ネ
に
飛
躍
的
な
向
上
が
図
ら
れ
て
き
た

の
と
同
様
、
京
丹
後
を
巡
り
、
い
よ
い
よ
京
都
縦
貫

自
動
車
道
全
通
な
ど
他
と
伍
し
て
い
く
う
え
で
最
低

限
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
く
る
時
代
、
併
せ
て
、

格
段
に
進
歩
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
て
将
来
テ

レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
居
住
人
口
獲
得
を
ま
す
ま
す
可
能

と
す
る
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
勿
論
そ
れ
は
容
易
な

課
題
で
は
決
し
て
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
待
ち
受

け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
元
々
そ
う
だ
っ
た

ん
だ
！
と
い
う
先
人
が
築
い
て
い
た
だ
い
た
大
切
な

礎
に
勇
気
と
鼓
舞
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
市
民
皆
で

こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
共
有
し
、
今
後
、
世
代
を

継
い
で
必
要
な
政
策
を
重
ね
困
難
も
味
方
に
変
え
て

い
く
中
で
、
必
ず
や
、
活
気
あ
ふ
れ
る
懐
か
し
い
未

来
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
ま
す
。

 

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

み
な
さ
ん
ご
存
知
で
し
た
か
？

京
丹
後
市
域
の
人
口（
６
町
域
合
計
）は
今
か
ら
95
年
前（
大
正
９
年
）に
は
、

何
と「
全
国
第
28
位
」
に
位
置
す
る
全
国
的
な
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
だ
っ
た
こ
と
！

和暦（西暦） 京丹後市域
大正９年（1920年） 70,784 人
大正 14 年（1925 年） 70,313 人
昭和 5 年（1930 年） 72,184 人
昭和 10 年（1935 年） 76,073 人
昭和 15 年（1940 年） 74,254 人
昭和 20 年（1945 年） 82,957 人
昭和 25 年（1950 年） 83,001 人
昭和 30 年（1955 年） 82,234 人
昭和 35 年（1960 年） 80,106 人
昭和 40 年（1965 年） 77,028 人
昭和 45 年（1970 年） 75,187 人
昭和 50 年（1975 年） 74,494 人
昭和 55 年（1980 年） 72,966 人
昭和 60 年（1985 年） 71,548 人
平成 2 年（1990 年） 69,085 人
平成 7 年（1995 年） 67,208 人
平成 12 年（2000 年） 65,578 人
平成 17 年（2005 年） 62,723 人
平成 22 年（2010 年） 59,038 人

表１：京丹後市の人口推移

都市名 人口
1 東京 2,173,201 人
2 大阪 1,252,983 人
3 神戸 608,644 人
4 京都 591,323 人
5 名古屋 429,997 人
6 横浜 422,938 人
7 長崎 176,534 人
8 広島 160,510 人
9 函館 144,749 人

10 呉 130,362 人
11 金沢 129,265 人
12 仙台 118,984 人
13 小樽 108,113 人
14 鹿児島 103,180 人
15 札幌 102,580 人

表2：1920（大正９年）の都市人口
都市名 人口

16 八幡 100,235 人
17 福岡 95,381 人
18 岡山 94,845 人
19 新潟 92,130 人
20 横須賀 89,879 人
21 佐世保 87,022 人
22 堺 84,999 人
23 和歌山 83,500 人
24 渋谷 80,799 人
25 静岡 74,093 人
26 下関 72,300 人
27 門司 72,111 人
28 熊本 70,388 人
29 徳島 68,457 人
30 豊橋 65,163 人

出典：古厩忠夫（1997）『裏日本－近代日本を問いなおす－』岩波新書
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４月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 4/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 5/1 2

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

アメリカ合衆国のケンタッキー州に暮
らしていた、85歳のごく平凡な女性が書い
た詩。ナディーンおばあさんが数十年前に
書いたこの詩は、人から人へ静かに伝えられ、
時代や国を超えて読み継がれている。
　「もしも人生をやりなおせるなら、こんど
はたくさん失敗したい」

　小
しょうがっこう

学校を卒
そつ

業
ぎょう

した成
なり

田
た

鉄
てつ

男
お

は、引
ひ

っ越
こ

しによって隣
となり

の学
がっ

区
く

の学
がっ

校
こう

に進
しん

学
がく

することになっ
た。中

ちゅう

学
がっ

校
こう

での新
あたら

しい生
せい

活
かつ

、それだ
けでも緊

きん

張
ちょう

するのに、まわりはみん
な知

し

らない子
こ

。鉄
てつ

男
お

の、どきどきし
た中
ちゅう

学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

の始
はじ

まりです。

◉ なりたて中学生
　          　初級編

ひこ・田中／著
講談社

◉ もしも人生をやりなおせるなら ナディーン・ステア／文
こがらしパレード／絵

かみひこうき／訳
ディスカヴァー・トゥエンティワン

If I had my life to live over

　開発したのは、障害者の就労支
援の一環でパンやクッキー、豆腐
などを作る峰山共同作業所、四つ
葉ハウス、かがやきの杜の３事業
所。市内４法人 10 事業所が運営
する「クリエイトショップくりく
り」( ショッピングセンターマイン
2 階 ) の“顔”になる商品を作ろう
と昨秋から取り組みを開始しまし
た。開発に当たり、舞鶴市のパティ
シエから指導を受けて、基本の味

と食感を決定。その後、事業所ご
とに講習会を開催して何度も試作
を繰り返し、それぞれの特徴を生
かした商品を完成させました。
　味はプレーン、シナモン＆くる
み、黒豆＆黒豆きなこ、豆乳おか
ら、ココア＆チョコチップ、レー
ズン & 白あんなどの８種類で、商
品名はフランス語で「おいしいドー
ナツ」を意味する Bon beignet（ぼ
んべにえ）としました。開発に携

「クリエイトショップくりくり」のオリジナル商品誕生 !!

３事業所が特徴生かし共同開発

そ
れ
ぞ
れ
の
恋
愛
・
結
婚
観
を
紹
介

す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
（
峰
山
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
）

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

国内外の恋愛・結婚観を議論

nav i nav inav inav inav i nav inav i

※この他蔵書点検による休館有り

4 月 23 日は法律により「子
ども読書の日」と定められて
います。図書館では、この日
にちなみ楽しい催しを予定し
ています。親子で「本を読む」
ことの楽しさやすばらしさを
再発見してみませんか。

お詫びと訂正
　３月号 11㌻のまちの
わだいで、丹後町・岡
成地区の「百度打ち」
の日付けが２月２日と
なっていましたが、正
しくは２月１

●

日です。
お詫びして訂正します。

　障害者が働く市内の３事業所がこのほど、市内障害者事業所の“個性
的で魅力ある商品”を販売する「クリエイトショップくりくり」のオリ
ジナル商品として、焼きドーナツ「ぼんべにえ」を共同開発しました。
事業所ごとの特徴を生かした８種類を商品化し、統一商品として販売を
開始しました。

わった峰山共同作業所の山下美佐
子さんは「新たな〝京丹後名物″に
なることを夢見て、３事業所の職
員と仲間が力を合わせて開発しま
した。多くの方に味わっていただ
きたいです」と話していました。
　３月 11、12 日の両日、販売所
で新商品発売記念セールが開かれ、
好評を得ていました。

▲新商品の製造を担当する峰山共同作業所の皆さん

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

4/26日

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般…前売り 1,200 円（当日 1,500 円）

　 高校生以下（３歳以上）…前売り・当日 800 円

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場 №44

主催／（公財）京都府丹後文化事業団

燦さんさん燦

 上映開始
① 10：00  ② 14：00  ③ 18：30

（上映時間 1時間 21 分）

シニア（60 歳以上・要証明）…前売り・当日 1,000 円
友の会会員前売りのみ 1,000 円（2 枚まで）

《全席自由》

― 77 歳のめぐり逢い ―

　
市
国
際
交
流
協
会
は
２
月
24
日
、
峰
山
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
国
際
理
解
教
室
「
愛
に
国
境

は
な
い
!?
世
界
の
恋
愛
・
結
婚
観
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

出
身
者
３
人
と
京
丹
後
市
内
在
住
の
男
女
２
人

が
各
国
の
恋
愛
・
結
婚
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
出
身
で
府
国
際
交
流
員
の
ア
リ
ス
・

ボ
ナ
ミ
さ
ん
は
、「
パ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
、

同
棲
す
る
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、
法
的
な
婚
姻
と
同

等
の
権
利
を
認
め
る
制
度
を
紹
介
。「
解
消
条
件

が
緩
い
こ
と
が
特
徴
で
若
者
に
人
気
が
あ
る
」
と

話
し
ま
し
た
。
一
方
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
コ
ロ
ン
ビ

ア
な
ど
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
国
で
は
、
離
婚
は
難

し
い
こ
と
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
国

に
よ
る
文
化
の
違
い
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
４月 14 日（火）当日消印有効。当選者の発表は５月
号のこのコーナーで。

◆３月号の答え
問１…百度　問２…名古屋　問３…ふるさと

◆３月号当選者
葊野恭子さん（大宮町）、安達里美さん（大宮町）、中
江弘子さん（丹後町）、木本洋子さん（網野町）、坂田
愛美さん（峰山町）
応募総数 34人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ 京丹後市の「○○」始動
問２ ＫＴＲが歴史に幕「○○○○鉄道」として再出発
問３ 「○○やき隊」に 28 人を認定

広報クイズ

◆ 臨時休館のお知らせ
　市立図書館（室）では、蔵書資料の点検（本
のたな卸し）のため、次のとおり臨時休館します。
各館（室）で、期間が異なりますのでご注意く
ださい。
　期間中、ブックポストへの返却はできますが、
貸出については開館している館（室）をご利用
ください。
図書館（室）名 休館期間

あみの図書館 4 月13 日（月）～15 日（水）
弥栄・丹後図書室 4 月15 日（水）～16 日（木）
峰山図書館 4 月20日（月）～22日（水）
大宮・久美浜図書室 4 月22日（水）～23日（木）

◆ こどもの読書週間
　4 月 23 日 ～ ５ 月 12 日 は
「2015 年・第 57 回こどもの読
書週間」です。
標語：「本は キラキラ 万華鏡」
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人口・世帯数
男　	28,099人	（－34）
女　	30,302人	（－16）
計	 　58,401人	（－50）
世帯数	　22,664世帯	（－9）
3月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

▼
庭
に
あ
る
梅
の
古
木
が
、
連
日

の
好
天
で
開
花
し
始
め
、
鼻
を
む

ず
む
ず
さ
せ
な
が
ら
春
の
訪
れ
を

喜
ん
で
い
ま
す
▼
子
ど
も
た
ち
が

夢
に
向
か
っ
て
種
を
ま
く
の
も
こ

の
時
期
。
各
校
で
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
、
児
童
・
生
徒
の
多
く
が
、

新
た
な“
夢
”や“
目
標
”に
向
か
っ

て
旅
立
っ
た
り
、
ワ
ク
ワ
ク
さ
れ

た
り
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
▼

新
成
人
だ
っ
て
同
じ
で
す
。
今
月

号
で
紹
介
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん

の
表
情
、
そ
し
て
「
20
歳
の
抱
負
」

か
ら
も
、
そ
の
心
境
が
伺
え
ま
す

▼
大
人
へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

た
新
成
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の

未
来
へ
希
望
を
持
つ
た
め
に
は
、

ま
ず
私
た
ち
大
人
が
希
望
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
よ
ね

（
汗
）。
私
は
４
月
を
節
目
に
、
新

た
な
目
標
を
設
定
し
て
頑
張
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
人
生
に
ハ
リ
と

感
動
、
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
を
受

け
る
た
め
に
何
か
目
標
を
設
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
一
緒
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
ょ
う
!!
／
樹
・
遼
・
光

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
秘

書
広

報
広

聴
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都
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京
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町
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60

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

ＦＭたんご ネット放送開始 パソコンやスマートフォンからＦＭたんごのラジオ
放送を聞くことができます。詳しくは、ＦＭたんご
ホームページ【fm-tango.jp/】でご確認ください。

土
と
環
境
を
テ
ー
マ
に

心
も
経
済
も
豊
か
な
ま
ち
に

　
土
を
愛
し
、
土
か
ら
自
然
と
環
境
、
人
と
の
調
和

を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
佐
藤
さ
ん
。「
ミ
ミ
ズ
が
い
な

い
と
人
類
は
滅
び
る
」
と
ミ
ミ
ズ
を
〝
崇
め
る
”
人

柄
か
ら
「
ミ
ミ
ズ
く
ん
」
の
愛
称
で
も
親
し
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
動
き
出
し
た
佐
藤
さ
ん
の
横
顔
に
迫
っ
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
「
ミ
ミ
ズ
が
い
な
く
な
れ
ば
、
土
は
栄
養
を
失
っ
て
固

く
な
り
、生
態
系
は
大
き
く
崩
れ
る
」と
、ミ
ミ
ズ
に
よ
っ

て
地
球
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
力
説
す
る
佐
藤
さ
ん
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
茨
城
県
生
ま
れ
。
自
身
が
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
で
あ
る
こ
と
や
、
母
の
影
響
も
あ
り
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
水
質
調
査
に
参
加
し
た
り
、
農
業
体
験

を
し
た
り
と
自
然
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
、「
自
然
と
経
済
の
調
和
」
に
興
味
が
湧
き
、

岩
手
大
学
の
農
学
部
に
進
学
。環
境
や
土
、堆
肥
を
テ
ー

マ
に
農
と
経
済
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、「
研
究
は
机
上
で

は
な
く
、現
場
で
動
い
て
考
え
る
べ
き
だ
」と
思
い
立
ち
、

大
学
を
休
学
。
農
業
研
修
生
と
な
っ
て
畑
を
耕
す
と
と

も
に
各
地
の
森
林
田
畑
を
訪
ね
歩
い
た
。

　
卒
業
後
は
、
岩
手
県
で
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た

会
社
を
設
立
。
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
や
国
の
事
業
の
研
究

員
、
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
を
手
掛
け
た
。
京
丹

後
市
に
は
６
年
前
に
訪
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の
研
究

員
と
し
て
、
液
肥
利
用
の
研
究
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

　
研
究
業
務
が
終
了
し
て
も
、
土
の
研
究
を
続
け
な
が

ら
環
境
保
全
や
地
域
活
動
を
展
開
し
、
地
域
に
入
っ
て

耳
を
傾
け
た
。
積
極
的
な
行
動
と
温
和
な
人
柄
、
そ
し

て
ミ
ミ
ズ
を
大
切
に
し
な
が
ら
土
を
見
つ
め
る
姿
か
ら
、

す
ぐ
に
「
ミ
ミ
ズ
く
ん
」
の
愛
称
が
定
着
し
た
。

　
転
機
が
訪
れ
た
の
は
昨
年
の
春
。
家
庭
か
ら
で
る
食

物
残
渣
や
枯
葉
な
ど
を
上
手
く
堆
肥
化
で
き
る
「
装

置
」
を
開
発
し
た
。「
自
然
に
優
し
く
、家
庭
に
優
し
く
、

役
に
立
つ
商
品
な
の
で
、
農
家
以
外
の
多
く
の
人
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

「
い
い
商
品
だ
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
経
済
的
に
は
評
価

さ
れ
ず
、心
の
中
で「
何
か
が
足
り
な
い
」と
疑
問
に
思
っ

て
い
た
。
そ
し
て
「
今
の
社
会
は
、
お
金
に
換
算
で
き

る
も
の
は
注
目
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
が
、
換
算
し
づ
ら

い
人
の
つ
な
が
り
や
地
域
資
源
な
ど
は
、
な
か
な
か
評

価
さ
れ
な
い
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
佐
藤
さ
ん
は
、
地
域
を
ひ
っ
く
る
め
、
人

の
つ
な
が
り
や
自
然
を
利
用
し
た
活
動
で
、
し
か
も
経

済
的
に
も
成
り
立
つ
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
、
ま
ず
は

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
直
そ
う
と
考
え
た
。「
電
気
を

使
っ
た
暖
房
は
、
大
幅
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
に
な
る
こ

と
も
多
い
。
ま
た
、
灯
油
代
と
し
て
支
払
う
お
金
は
、

市
外
、
国
外
に
流
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
流
れ
を
断
ち

切
り
、
資
源
と
お
金
を
丹
後
で
循
環
さ
せ
た
い
」
と
薪

を
流
通
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
案
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
研
究
と
経
験
、
人
と
環
境
へ
の
想
い
か
ら
自
然
と

浮
か
ん
で
き
た
〝
一
つ
の
答
え
”
だ
っ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
山
か
ら
木
を
伐き

っ
て
薪
を
作
り
、
薪

ボ
イ
ラ
ー
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
然

環
境
と
関
わ
り
な
が
ら
、
生
産
・
流
通
・
消
費
の
過
程

で
多
く
人
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
で
循
環
す
る

お
金
を
増
や
せ
ら
れ
る
と
持
論
を
展
開
。「
地
域
資
源

が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
行
動
す
べ
き
だ
」
と
、
現

在
は
市
内
各
地
を
回
っ
て
説
明
会
を
開
い
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
も
の
で
は

な
い
と
話
す
も
「
心
の
幸
せ
と
、
経
済
的
な
幸
せ
を
両

立
さ
せ
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
仕
組
み
を
必
ず
創
る
」

と
そ
の
ま
な
ざ
し
は
鋭
い
。

　
ミ
ミ
ズ
く
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
注
目
だ
―

山
林
整
備
や
薪
の
流
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重

要
性
を
話
す
佐
藤
さ
ん

佐 藤  弘 和さん（32）弥栄町溝谷

自然と人との調和を考えるミミズくん


